
概要

Evolved Packet Core（EPC）ネットワークは、ユーザープレーンとコントロールプレーンが
P-GW、S-GW、および TDF製品の個別のノードである、コントロールユーザープレーン分離
（CUPS）ベースのアーキテクチャに向けて進化しています。ユーザープレーンとコントロー
ルプレーンが統合することで、EPCネットワーク内の他の要素に対してもノードの機能が提供
されます。ただし、ネットワークの観点から見ると、ユーザープレーンとコントロールプレー

ンを分離しておくことには多くの利点があります。たとえば、コントロールプレーンとユー

ザープレーンでそれぞれ異なる拡張をサポートできること、ユーザープレーンでセッションあ

たりにより多くのキャパシティをサポートできることなどが挙げられます。

この章では、P-GW、S-GW、および SAEGW製品のコントロールプレーン実装に関連する詳
細、コールフロー、および設定について概要を説明します。

•製品の説明（1ページ）
•サポートされる機能（2ページ）
•機能の仕組み（23ページ）

製品の説明
既存の非 CUPS SAEGWサービスは、Sxa、Sxb、および Sxab（Sxaと Sxaの組み合わせ）イン
ターフェイスにコントロールプレーン機能を提供するために再利用されます。違いは次のとお

りです。

1. P-GWとS-GWのそれぞれのEGTPCサービスは、GTP-Uサービスに関連付けられません。

2. ユーザープレーンへのインターフェイスであるSxサービスは、SAEGWサービスに関連付
けられます。

3. GTP-Uサービスは、GTP-Uパケットを受信するためのSAEGWサービスに関連付けられま
す（ルータアドバタイズメント/ルータ要請またはコントロールプレーンで必要なデータ
バッファリング用）。
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Sxインターフェイス
CUPSアーキテクチャの一部として、Sxインターフェイスはコントロールプレーンとユーザー
プレーン間の通信に使用されます。

コントロールプレーンでは、SAE-GWサービスはユーザープレーンとの通信のために Sxサー
ビスに関連付けられます。また、単一の Sxサービスは、Sxa、Sxb、Sxabなどのすべてのイン
ターフェイスを処理できます。これはそれぞれ Pure-S、Pure-P、Collapsed PDNに必要です。

ライセンス情報

Cisco UPC CUPSは、Cisco Smart Licensingをサポートします。これは、クラウドベースのライ
センスモデルでシスコのソフトウェアアセットの購入、デプロイメント、管理を簡単にしま

す。詳細については、Smart Licensingコレクションページを参照してください。

サポートされる機能

3GPP ULI拡張レポートのサポート
この機能拡張は、3GPP標準に従って P-GWおよびGGSNのULI関連のギャップをカバーしま
す。

S4SGSNは、S-GWを介して P-GWに ULIを報告します。P-GWは、以前に受信した ULIを使
用して ULIの変更を決定します。P-GWが変更を検出し、変更要求が PCRFからイベントトリ
ガーとして送信された場合、P-GWは PCRFに ULIを報告します。

SGSNは GGSNに ULIを報告します。GGSNは、以前に受信した ULIを使用して ULIの変更
を決定します。GGSNが変更を検出し、変更要求が PCRFからイベントトリガーとして送信さ
れた場合、GGSNは PCRFにULIを報告します。この機能は、GGSNでULIフィールドの一部
として受信した RAIの変更の検出もサポートします。

3GPP ULIレポートのサポート強化の詳細については、StarOS P-GWアドミニストレーション
ガイド [英語]の「3GPP ULI Reporting Support Enhanced」の項を参照してください。

AAAサーバーグループ
AAAサーバーグループ機能は、コンテキストまたはシステム内で Diameter/RADIUSサーバー
グループを作成および管理するために使用されます。AAAサーバーグループにより、AAA機
能のサブスクライバ/APN/レルム単位で、サーバーグループ（リスト）を管理しやすくなりま
す。
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APN設定のサポート

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

Release改訂の詳細

21.24より前初版

CLIコマンド radius-group、cc-home behaviour 0x10 profile 2、mediation-deviceが APN設定を
サポートすることが、CUPSアーキテクチャで認定および検証済みです。

radius-group

この機能検証に基づき、CUPSアーキテクチャは、RADIUS認証およびアカウンティングサー
バーが設定された各グループで 800の RADIUSサーバーグループをサポートします。

cc-home { behavior bits | profile index }

SGSNからの課金特性（CC）が受け付けられない場合に GGSNが使用する Homeサブスクラ
イバの課金特性を設定します。CLIで設定された値は、CUPS SAEGWサービスによって優先
され、GTPP CDRレコードに適切に入力されます。

注：

• behavior bits：Homeサブスクライバの課金特性の動作ビットを指定します。ビットは、
001H～ FFFH（2進数では 0001～ 1111 1111 1111）までの任意の一意のビットに設定でき
ます。最下位ビットは B1に相当し、最上位ビットは B12に相当します。

• profile index：Homeサブスクライバの課金特性のプロファイル指数を指定します。指数
は、0～ 15までの任意の整数値に設定できます。デフォルト：8

•詳細については、『CLI（コマンドラインインターフェイス）リファレンス A-B』[英語]
の「APN Configuration Mode Commands」の章にある cc-homeコマンドを参照してくださ
い。

mediation-device [ context-name context_name ] [ delay-GTP-response ] [ no-early-PDUs ] [ no interims
] +

このコマンドおよび関連するすべてのサブセクションCLIがCUPSでサポートされます。この
CLIを使用すると、CUPS SAEGWサービスで仲介デバイスと、特定の APNに使用できるすべ
ての関連設定を使用できます。

注：

• context-name context_name：この APNの仲介 VPNコンテキストを、大文字と小文字を区
別する 1～ 79文字の英数字で設定します。指定しない場合、仲介コンテキストはサブス
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クライバの接続先コンテキストと同じになります。デフォルト：サブスクライバの接続先

コンテキスト。

• delay-GTP-response：有効にすると、仲介デバイスからアカウンティング開始応答を受信
するまで CPC応答を遅延させます。デフォルトで、ディセーブルになっています。

• no-early-pdus：仲介デバイスからGGSNアカウンティング開始要求に対する応答を受信す
るまで、システムがMSからの PDUを遅延させるように設定します。PDUはキューに追
加され、破棄されません。デフォルトで、ディセーブルになっています。

• no-interim：仲介サーバーへの中間の送信を無効にします。デフォルトで、ディセーブル
になっています。

•詳細については、『CLI（コマンドラインインターフェイス）リファレンス A-B』[英語]
の「APN Configuration Mode Commands」の章にあるmediation-deviceコマンドを参照して
ください。

egtpinmgrの非同期コア転送のサポート
egtpinmgrの再起動中の停止時間を最適化するため、egtpinmgrの非同期コア転送のサポートが
CUPSに追加されました。

これまでは、egtpinmgrが再起動すると、まずコアダンプファイルの作成および転送を完了さ
せ、それからリカバリプロセスを開始していました。しかし、コアファイルの転送にはかなり

の時間がかかります。egtpinmgrの再起動時の停止時間は、egtpinmgrのリカバリ時間とコアファ
イル転送時間とを合算した時間でした。

非同期コア転送がCUPSでサポートされるようになったことで、リカバリプロセスに egtpinmgr
が含まれるようになります。今後は、egtpinmgrプロセスがクラッシュすると、カーネルによ
るコアダンプファイルの転送とリソースの解放を待たずにリカバリが開始されます。その結

果、egtpinmgrの再起動時の停止時間は、egtpinmgrのリカバリ時間のみに等しくなります。

この機能拡張により、egtpinmgrの再起動時の停止時間が短縮されます。停止時間は、egtpinmgr
の回復に必要な時間のみとなり、コアファイルの作成と転送にかかる時間による影響を受けな

くなります。

egtpinmgrの非同期コア転送サポートは、非 CUPSアーキテクチャでサポートされている既存
の機能です。このリリースでは、この機能が CUPSアーキテクチャで認定されました。

（注）

ビットレートマッピングのサポート

P-GWは、PCRFから受信したビットレート値を bpsから kbpsに変換します。この変換によ
り、小数値が最も近い整数（floor）値に切り捨てられ、情報が失われる可能性があります。
3GPPでは、bpsから kbpsに変換すると小数値になる場合は、最も近い整数値（ceil）値に切り
上げてアクセス側に送信することが推奨されています。
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bpsから kbpsへの切り捨て（floor）値が PFCPインターフェイスで送信されるように設計が変
更されました。

（注）

標準準拠

ビットレートマッピング機能は、3GPP TS 29.274リリース 12に準拠しています。

ビットレートマッピング機能の設定

P-GWの APN-AMBR、GBR、およびMBRで、bpsから kbpsビットレートの切り上げ（ceil）
値を設定するには、次の手順を実行します。

configure
context context_name

pgw-service service_name

[ no ] egtp bitrates-rounded-down-kbps
end

P-GWのAPN-AMBR、GBR、およびMBRで、bpsから kbpsビットレートの切り捨て（floor）
値を設定するには、次の手順を実行します。

configure
context context_name

pgw-service service_name

egtp bitrates-rounded-down-kbps
end

CUPSの新しい動作

デフォルトでは、APN-AMBR、MBR、およびGBRのビットレートの切り上げ値（kbps単位）
が Sxおよび GTPインターフェイスで送信されます。切り捨て動作を有効にするには、CLIを
設定する必要があります。

コールログサマリー

コールログサマリー（CLS）は、セッション作成または削除、ベアラー作成、更新、または削
除などのサブスクライバアクティビティが外部サーバーに報告されるメカニズムです。

CUPS CPノードで CLSが有効になっている場合、イベントレコードが生成されます。これら
のレコードは、CSVファイル形式でシャーシのハードディスクに保存できます。ファイル
は、.gz圧縮形式でも保存することが可能です。これらのファイルは、ネットワークの維持と
トラブルシューティングを目的としたネットワークオペレータによるさらなる分析のために、

後で外部サーバーに SFTPで送信されます。

CUPSモードでは、この機能はコントロールプレーンノードで有効にできます。このノードで
は、SAEGWコールタイプに応じて SGW、PGWレコードが生成されます。
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コールログサマリー（CLS）の詳細については、StarOSの『SAEGWアドミニストレーション
ガイド』を参照してください。

（注）

HDDに対する課金データレコード
課金データレコード（CDR）は、課金対象イベントに関する情報のフォーマットされたコレク
ションです。生成された GTPPアカウンティング CDRは、保管のために外部ノードに送信さ
れます。CDRは、外部ノードでサポートされている形式でファイルに書き込まれ、ハードディ
スク（HDD）に保存されます。FTPまたはSFTPプロトコルを使用して、CDRファイルをHDD
にプッシュしたり、HDDからプルしたりできます。

バックアップなどの展開の使用例では、/hd-raid/records/の下に StarOSによって作成されたシ
ステムディレクトリを使用しないことを強く推奨します。そのようなディレクトリを使用する

と、製品の正常な機能に影響を与える可能性があります。

（注）

CDRは、非CUPSアーキテクチャでサポートされていて、CUPSアーキテクチャで認定されて
いる既存の機能です。詳細については、GTPPインターフェイス管理およびリファレンスガイ
ド [英語]の「HDD Storage」の章を参照してください。

GTP-Cパス障害の機能拡張とデバッグツールの改善
CUPSアーキテクチャでは、GTP-Cパス障害機能を最適化し、GTP-Cパス障害の問題に対する
システムのデバッグ機能を向上させるための機能拡張が追加されました。これらの機能拡張

は、オペレータとエンジニアがシステムのさまざまな側面をデバッグし、ネットワーク内の

GTP-Cパス障害の根本原因を特定するのに役立ちます。また、S5、S8、S2b、および S2aイン
ターフェイスを介したパス障害検出に影響を及ぼします。

これらの機能強化は、次の機能の一部です。

•誤ったメッセージや偽のメッセージが原因で低い値のリスタートカウンタを受信した場
合、パス障害を検出しないようにノードを設定でき、コールの損失を防げます。エコー要

求/応答メッセージや制御メッセージ要求/応答メッセージによるパス障害を無効にするオ
プションも使用できるため、パス障害の誤検出が発生した場合にコールの損失を防げま

す。

•ネットワーク内の問題の根本原因をより迅速に診断できるように、GTP-Cパス障害の統計
情報の精度が向上しました。

•ピアごとに最後の5つのパス障害に関するパス障害履歴を、ネットワーク内のパス障害の
デバッグに使用できます。
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•シームレスなパス障害処理が実装されているため、冗長性イベント中のコールの損失が回
避されます。

GTP-Cパス障害の機能拡張と改善されたデバッグツールは、非CUPSアーキテクチャでサポー
トされている既存の機能です。このリリースでは、この機能はCUPSアーキテクチャで認定さ
れています。詳細については、P-GWアドミニストレーションガイド [英語]の「GTP-C Path
Failure Enhancements and Enhanced Debugging Tools」の項を参照してください。

（注）

GTPP Suppress-CDR No Zero Volume
この機能により、バイト数カウントがゼロの CDRを抑制できるため、OCGノードが CDRの
フラッディングで過負荷になることはありません。CDRは次のように分類できます。

• Final-cdrs：これらの CDRは、コンテキストの最後に生成されます。

• Internal-trigger-cdrs：これらの CDRは、音量制限、時間制限、料金変更、または CLIコマ
ンドを使用してユーザーが生成したインテリムなどの内部トリガーによって生成されま

す。

• External-trigger-cdrs：これらのCDRは、QoS変更、RAT変更などの外部トリガーによって
生成されます。final-cdrsや internal-trigger-cdrsと見なされないすべてのトリガーは、
external-trigger-cdrsと見なされます。

カスタマーは抑制する CDRを選択できます。

次に示す CLIコマンドは、CUPSでサポートされているさまざまな CDRトリガーで CDRを抑
制するのに役立ちます。

• [ default | no ] gtpp suppress-cdrs zero-volume { external-trigger-cdr | final-cdr |
internal-trigger-cdr }

合法的傍受

シスコによる合法的傍受機能は、CUPSでサポートされています。合法的傍受は、ライセンス
対応の標準ベースの機能であり、法執行機関が疑わしい個人の潜在的な違法行為を監視するの

を支援するメカニズムを、電気通信サービスプロバイダーに提供します。

合法的傍受機能の詳細とマニュアルの入手方法については、シスコのアカウント担当者にお問

い合わせください。

ロケーションベースの DNSおよび PCSCF IPアドレスの選択
ロケーションベースの DNSおよび P-CSCFの選択により、ロケーション情報に従って DNS
サーバーアドレスと P-CSCF IPアドレスを管理するオプションが使用可能となります。
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P-GWは、トラッキングエリア識別子（TAI）によって DNSサーバーアドレスと P-CSCF IPア
ドレス情報を収集します。これは、TACベースの仮想APN（VAPN）の選択によって実現され
ます。

セッション作成でUEが PCO要求を送信すると、P-GWは受信したロケーション情報をもとに
仮想 APN（VAPN）を選択します。PCO IEを含む選択済みの VAPN（DNSサーバーアドレス
と P-CSCF IPアドレスが設定されている）がセッション作成応答で送信されます。

以下に、ロケーションベースのDNSおよび PCSCF IPアドレスの選択を有効にするための CLI
コマンドを示します。

説明コマンド

トラッキングエリアコードの範囲（0～ 65536）を指定し
ます。終了値は常に開始値より大きくなります。

Tracking-area-code-range from
<start value> to <end value>

APNのP-CSCFアドレスの優先順位を指定します。Address_
priorityは 1～ 3までの整数です。最も優先順位が高いのが
「1」です。IPv4_addressは、IPv4ドット付き 10進表記で
す。IPv6_addressは、IPv6コロン区切り 16進表記です。

P-cscf priority <priority> ip/ipv6
<IPv4/Ipv6 address>

APNの PCSCF IPアドレスを表示します。Show apn name <APN Name>

Primary：APNのプライマリDNSサーバーを設定します。

Secondary：APNのセカンダリ DNSサーバーを設定しま
す。設定できるセカンダリDNSサーバーは1つのみです。

Address：IPv4ドット付き 10進表記で表記されたDNSサー
バーの IPアドレスです。デフォルト：primary = 0.0.0.0、
secondary = 0.0.0.0

dns_address：削除する DNSサーバーの IPアドレスです。
IPv4ドット付き 10進表記で表記します。

dns primary <IPv4 address>

Dns secondary <IPv4 address>

ipv6 dns primary <IPv6 address>

ipv6 dns secondary <IPv6 address>

APNの DNS IPアドレスを表示します。Show apn name <APN Name>

MPRAサポート
P-GWは、PCRFを使用するGxインターフェイスを介した Feature-List-ID 2のMultiple-Presence
Reporting Area機能のネゴシエーションをサポートします。CNO-ULI機能は、P-GWや PCRF
がMultiple-PRAをサポートしておらず、P-GWと PCRFの両方が CNO-ULIをサポートしてい
る場合にのみ機能します。

IP-CANセッションのライフタイム中にMultiple-PRA機能をサポートするために、P-GWは、
Presence-Reporting-Area-Information AVPを含む PRA-Install AVPの PCRFからのレポートエリア
要求内にあるUEプレゼンスの変更を処理します。各AVPには、Presence-Reporting-Area-Identifier
AVP内の Presence Reporting Area識別子が含まれています。

Presence Reporting Area（PRA）とMultiple-PRAの詳細については、StarOS P-GWのアドミニス
トレーションガイド [英語]の「Presence Reporting Area」の章を参照してください。
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5Gエリアから 4Gエリアへの移行時にデフォルトルールベースにフォールバックする

説明リリース

情報

機能名

この機能により、通話が 5Gから 4Gエリアに移動した際
に、デフォルトルールベースにフォールバックするセッ

ションが有効になります。

これにより、通話が 5Gから 4Gに移動した際に、PCRF
がインストールされたルールベースのみを削除した場合

でも、APNで構成されたデフォルトルールで通話を継続
できます。

導入されたコマンド：

active-charging fallback-to-apn-rulebase：この CLIは、
APNで構成され、セッションをデフォルトのルールベー
スにフォールバックさせます。

デフォルト設定：無効 -有効にするには構成が必要です。

2025.02.0PRAを使用して 5Gか
ら 4Gへの移行時にデ
フォルトルールベース

にフォールバックする

通話が最初に 4Gに接続されると、APNで構成されたデフォルトルールが、4Gルールベース
になります。セッションが、4Gから 5Gに移動すると、PCRFは、$Gルールベースを上書き
し、5Gルールベースをインストールします。

ただし、セッションが5Gから4Gに再度移動すると、デフォルトの動作として、PCRFは、5G
ルールベースを削除し、4Gルールベースをインストールしません。その結果、セッションが
切断されます。

この問題を解決するために、この機能により、ネットワークオペレータは APNで構成された
デフォルトのルールベースにフォールバックようにセッションを構成できます。これにより、

セッションが 5Gから4Gに戻った後に PCRFがインストールされたルールベースのみを削除し
た場合でも、セッションを続行できます。

この機能は、呼び出しから新しいルールベースをインストールすることなくルールベースが削

除される、他のすべてのハンドオフシナリオに適用されます。

（注）

5Gエリアから 4Gエリアへの移行時にデフォルトルールベースへのフォールバックを有効にする

次の手順を実行して、5Gから4Gへの移行時にデフォルトルールベースへのフォールバックを
有効にします。
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手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードに入った後に、コマンド context context_nameを使用して、コ
ンテキストプロファイルのインスタンスを作成します。

例：

[local]qvpc-si# configure
[local]qvpc-si(config)# context ingress
[ingress]qvpc-si(config-ctx)#

ステップ 2 コマンド apn apn_nameを使用して、APN構成モードに入ります。

例：

[ingress]qvpc-si(config-ctx)# apn intershat
[ingress]qvpc-si(config-apn)#

ステップ 3 コマンド active-charging fallback-to-apn-rulebase を使用して、APNで構成されたデフォルトのルールベー
スへのフォールバックを有効にします。

例：

[ingress]qvpc-si(config-apn)# [no] active-charging fallback-to-apn-rulebase

•デフォルトでは、この CLIは無効になっています。

•このCLI構成は、新しい着信通話のみに適用されます。既存の通話は、進行中の通話には
影響しません。

（注）

[no]を使用して CLIが構成され、PCRFがルールベースを削除したら、セッションは、APNで構成された
デフォルトのルールベースにはフォールバックされません。これにより、通話が終了します。

ステップ 4 コマンド show apn name intershatを使用して、APNでフォールバック機能が有効になっているかを確認し
ます。

例：

[local]qvpc-si# show apn name intershat
access point name (APN): intershat
authentication context: ingress
pdp type: ipv4 and ipv6
emergency: no
delay tolerant pdn: no
PCO Options:

custom1 Mode: disabled
custom2 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom3 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom4 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom5 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom6 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom7 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom8 Mode: disabled PCO Value: n/a
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custom9 Mode: disabled PCO Value: n/a
custom10 Mode: disabled PCO Value: n/a
Link MTU: 1500
Non-IP Link MTU: 1358
Roamer Link MTU: 1500
ePDG Selection FQDN: N/A

ehrpd access: N/A
.
.
.
.
Fallback To APN Rule Base : Disabled

No udp-checksumのサポート
この機能は、ダウンリンクサブスクライバパケットの外部 GTPUヘッダーで udp-checksum
が無効になっている、GTPUサービスの CUPSの no udp-checksum CLIコマンドをサポートし
ます。ダウンリンクパケットがインターネットから到着すると、GTPUヘッダーがパケットの
先頭に追加され、アクセス側に送信されます。このパケットの外部 UDPレイヤの「チェック
サム」値はゼロなので、最適化が可能になり、パフォーマンススループットが向上します。

この機能を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

gtpu-service gtpu_service_name

[ no ] udp-checksum
end

showコマンドと出力

ここでは、この機能をサポートするために使用可能な showCLIコマンドについて説明します。

次のコマンドを使用して、GTPU UDPチェックサムが有効か無効かを確認します。

• show gtpu-service all：すべての GTPUサービスを表示します。

• show gtpu-service name service_name：特定の GTPUサービス名の情報を表示します。

egtpinmgrリカバリの最適化
以前は、egtpinmgrタスクが再起動すると、回復にかなりの時間がかかったため、egtpinmgrの
回復中に SAEGWが新しいコールを受け入れられず、障害時間が長くなっていました。

ソフトウェアが拡張され、egtpinmgrリカバリの内部アルゴリズムと必要なデータ構造を最適
化することで、egtpinmgrタスクが再起動した場合のリカバリ障害期間が最適化されています。
さらに、リカバリ時間は、IMSIのセッション数ではなく、一意の IMSIの数によってのみ決ま
るようになりました。
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egtpinmgrリカバリの最適化は、非 CUPSアーキテクチャでサポートされている既存の機能で
す。このリリースでは、この機能が CUPSアーキテクチャで認定されました。

（注）

QUIC IETFの導入
現在のフレームワークでは、プラグイン到達時に、フロー内のすべてのパケットに対してディー

プパケットインスペクション（DPI）が実行されます。DPIは、パケットを分析し、確定的な
パターンを抽出することによって実行されます。DPIは順番に実行され、アプリケーションの
検出とそのサブタイプの分類を行います。プラグインは、DPI後のフローを除外します。フ
ローは検出後にオフロードされます。QUIC IETFの一部として、初回のQUICハンドシェイク
パケット（Client Hello/Server Hello）はネットワーク上で暗号化されます。したがって、アプ
リケーションの検出に使用できる確定的なパターンはありません。p2pプラグインによる、検
出用 SNI（Server Name Indication）の復号と取得が新たにサポートされるようになりました。

QUIC IETFの設定

QUIC IETF復号を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service acs_service_name

p2p-detection debug-param protocol-param p2p_quic_ietf_decrypt 1

end

デフォルトでは、CLIは無効になっており、TLS復号によるパフォーマンスへの影響は最小限
です。

（注）

クォータホールド時間のサポート

Quota-Hold-Time（QHT）は非アクティブ期間であり、この期間が経過すると、ゲートウェイ
（Diameterクライアント）は使用状況を含む課金バケットを返し、クリーンな状態となりま
す。

QHT値は、OCSによってMultiple-Services-Credit-Control（MSCC）のカテゴリごとに提供され
ます。また、ゲートウェイには QHTのデフォルト値を設定するオプションがあります。この
オプションでは、OCSから QHT AVPが提供されていないMSCCのデフォルト QHT値を有効
にします。

QHTタイマーは、MSCCバケットごとに実行されます。実行時にパケットなしで QHTタイ
マーが切れると、3GPP仕様に従って [Reporting-Reason:QHT]として使用状況が報告されます。

OCSから CPで受信した QHT値は、CUPS仕様 3GPP TS 29.244で定義されている「Quota
Holding Time」IEで送信されます。また、Quota-Holding-Time IEを UPにプロビジョニングす
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るとともに、Quota-Holding-Time SETに対応するビットを含む Reporting-Triggerが送信される
ため、QHTが終了するとレポートが実行されます。

QHT Reporting-Triggerが有効になっている Quota-Holding-Time IEを受信した UPは、非アク
ティブ期間をモニターするために URRごとのタイマーを開始します。非アクティブ期間が
QHT時間を超えると、Quota-Holding-Timeのトリガーによって UPからの使用状況レポートが
開始されます。

CPは、UPから QHTイベントを受信すると、MSCCバケットの使用状況を更新した後、OCS
への QHTレポートをトリガーします。

クォータホールド時間の設定

CUPSでクォータホールド時間を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
require active-charging
active-charging service service_name

credit-control group group_name

quota-hold-time timer_value

end

注：

• quota-hold-time：課金バケットが使用状況を報告し、クリーンな状態になるまでの非アク
ティブ期間を設定します。

制限事項

QHT（inactivity-timer）は、通常、flow-idle timerよりも大きな値となります。flow-idle timerが
QHTよりも大きいと、QHTが経過した後もフローが存在し、[NoQuotaPending-Traffic-Treatment]
設定に従って VPPによって処理される可能性があります。

S-GWページングの機能拡張
S-GWページングには、次のシナリオが含まれます。

シナリオ 1：S-GWがMME/S4-SGSNノードにダウンリンクデータ通知（DDN）メッセージを
送信します。MME/S4-SGSNは、DDN Ackメッセージで S-GWに応答します。MME/S4-SGSN
からの DDN Ackメッセージを待つ間に、S-GWが優先順位の高いダウンリンクデータを受信
した場合、S-GWはMME/S4-SGSNに DDNを再送信しません。

シナリオ 2：DDNがMME/S4-SGSNに送信され、TAU/RAU MBRが別のMME/S4-SGSNから
受信された場合、S-GWは DDNを送信しません。

シナリオ 3：DDNがMME/S4-SGSNに送信され、[Cause]が 110のDDNAckを受信します。原
因が 110の DDN Ackは DDN障害として扱われ、標準の DDN障害アクション手順が開始され
ます。

これらのシナリオに対処するため、CUPSアーキテクチャの DDN機能に次の 2つの拡張機能
が追加されました。
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• S-GWでの高優先順位 DDN

• MBR-DDNコリジョン処理

これらの拡張機能は、次をサポートします。

• S-GWおよび SAEGWでの高優先順位DDN。これにより、MME/S4-SGSNによるページン
グの優先順位付けが可能になります。

•ページング KPIおよび VoLTEサービスの拡張。

• DDNが失われないようにするための DDNメッセージとモビリティ手順。

• MBRガードタイマー。一時的な HOを含む DDN Ackを受信すると開始されます。CLIコ
マンド ddn temp-ho-rejection mbr-guard-timerが導入され、原因が 110（一時的なハンド
オーバーが進行中）の DDN Ackを受信した後、ガードタイマーによってMBRを待機で
きるようになりました。

•制御ノードの変更によってトリガーされた DDNによる TAU/RAU。

さらに、3GPP標準規格に準拠するため、ダウンリンクデータ通知メッセージおよびモビリティ
手順のサポートも強化されます。これにより、DDNメッセージとDDNをトリガーするダウン
リンクデータが失われることがなくなります。そのため、SIP Inviteデータが原因でDDNが開
始されるシナリオにおいて、ページング KPIと VoLTEの成功率が向上します。

DDN遅延および DDNスロットリングをサポートするダウンリンクデータ通知（DDN）メッ
セージについては、このガイドの「DDN遅延および DDNスロットリングを使用した SAEGW

アイドルバッファリング」の章を参照してください。

S-GWページング拡張機能の動作、設定、モニタリング、および障害対応の詳細については、
StarOSの『S-GWアドミニストレーションガイド』[英語]の「S-GW Paging Enhancements」の
章を参照してください。

（注）

コントロールプレーンでのセッションリカバリと ICSR
セッションリカバリ（SR）機能は、システム内のハードウェアまたはソフトウェアに障害が発
生した場合に、サブスクライバセッション情報のシームレスなフェールオーバーと再構築を行

い、完全に接続されたユーザーセッションが切断されるのを防ぎます。

シャーシ間セッションリカバリ（ICSR）機能は、サブスクライバのサービスを中断することな
く継続的なコール処理を可能にする、最高レベルの可用性を実現します。ICSRにより、オペ
レータは冗長性を確保するためにゲートウェイを設定することができます。ゲートウェイで障

害が発生した場合、ICSRはその障害を迂回してセッションを透過的にルーティングできるた
め、ユーザーエクスペリエンスが維持されます。ICSRでは、セッション情報と状態も維持さ
れます。
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既存の非CUPSフレームワークは、CUPSコントロールプレーンの SRと ICSRをサポートする
ように拡張されます。コントロールプレーンでは、SR/ICSRのときに完全なセッション/PDN
状態が回復されます。

SRと ICSRの詳細については、『VPC-SIシステムアドミニストレーションガイド』の「Session
Recovery」機能と「Interchassis Session Recovery」機能の章を参照してください。

このリリースでは、コントロールプレーン（CP）で ICSRスイッチオーバーが実行された場
合、show sx peers CLIコマンドは新しいアクティブシャーシで関連付けられたピアを表示しま
せん。ただし、機能への影響はありません。

重要

アクティブ CPとスタンバイ CPでの SRP over IPsec

IPSecは、IPネットワーク全体でセキュアなプライベート通信を提供するために相互にデータ
をやり取りする一連のプロトコルです。これらのプロトコルにより、システムはピアセキュリ

ティゲートウェイとセキュアなトンネルを確立して維持できます。IPSecは、IPデータグラム
に機密性、データの完全性、アクセス制御、およびデータソース認証を提供します。

CUPSアーキテクチャでは IPSecプロトコルを活用して、アクティブ CPとスタンバイ CP間の
シャーシ間セッションリカバリ（ICSR）接続を介して送信されるパケットを暗号化します。こ
の暗号化を実現するために、Service Redundancy Protocol（SRP）ピア間のすべてのトラフィッ
クを照合するアクセスリストが定義され、このリストがクリプトマップに関連付けられます。

このクリプトマップは、CPに存在する IPSecピア間のセキュリティアソシエーションを確立
するために使用されます。

IPSec、その機能、および該当するCLI設定の詳細については、StarOSの『IPSecReference』を
参照してください。

設定例

1. IKEv1：トンネルモード

次にトンネルモードの IKEv1の設定例を示します。
ACL:

ip access-list acl_name

permit ip host ipv4_address host ipv4_address
Transform Set:
crypto ipsec transform-set transform_name esp hmac sha1-96 cipher
aes-cbc-128

mode tunnel
Policy:
ikev1 policy priority

encryption aes-cbc-256
group 5
lifetime time

Crypto-Map:

crypto map map_name ipsec-ikev1
match address acl_name
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set peer ipv4_address

set ikev1 preshared-key ikev1_key

set pfs group2
set security-association lifetime seconds seconds

set transform-set transform_name
Interface Association:

interface interface_name

ip address ipv4address_range

crypto-map map_name

interface interface_name loopback
ip address address_range

!
ip route ipv4address_range interface_name

2. IKEv1：トランスポートモード

次にトランスポートモードの IKEv1の設定例を示します。
ACL:

ip access-list acl_name

permit ip host ipv4_address host ipv4_address
Transform Set:
crypto ipsec transform-set transform_name esp hmac sha1-96 cipher
aes-cbc-128

mode transport
Policy:
ikev1 policy priority

encryption aes-cbc-256
group 5
lifetime time

Crypto-Map:

crypto map map_name ipsec-ikev1
match address acl_name

set peer ipv4_address

set ikev1 preshared-key ikev1_key

set pfs group2
set security-association lifetime seconds seconds

set transform-set transform_name
Interface Association:

interface interface_name

ip address ipv4address_range
!

interface interface_name loopback
ip address address_range

crypto-map map_name
!
ip route ipv4address_range interface_name

IKEv1：認証ヘッダー（AH）プロトコルを使用したトランスポートモードはサポートされませ
ん。トンネルモードのみがサポートされます。ESPでは認証と暗号化の両方が実行されるた
め、Encapsulating Security Payload（ESP）が推奨されます。

（注）
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3. IKEv2：IPv4

次に IPv4アドレスの IKEv1の設定例を示します。
ACL:

ip access-list acl_name

permit ip host ipv4_address host ipv4_address
Transform Set:
ipsec transform-set transform_name
!
ikev2-ikesa transform-set transform_name
Crypto-Map:
crypto map map_name ikev2-ipv4

match address name

authentication local pre-shared-key key key_name

authentication remote pre-shared-key key key_name

ikev2-ikesa max-retransmission mt_value

ikev2-ikesa retransmission-timeout rt_seconds

ikev2-ikesa transform-set list name

payload payload match ipv4
ipsec transform-set list name

peer ipv4_address

ikev2-ikesa policy error-notification
Interface Association:

interface interface_name

ip address ipv4address_range

crypto-map map_name
!

interface interface_name loopback
ip address ipv4address_range

!
ip route ipv4address_range interface_name

4. IKEv2：IPv6

次に IPv6アドレスの IKEv1の設定例を示します。
ACL:

ip access-list acl_name

permit ip host ipv6_address host ipv6_address
Transform Set:
ipsec transform-set transform_name
!
ikev2-ikesa transform-set transform_name
Crypto-Map:
crypto map map_name ikev2-ipv6

match address name

authentication local pre-shared-key key key_name

authentication remote pre-shared-key key key_name

ikev2-ikesa transform-set list name

payload payload match ipv6
ipsec transform-set list name

!
peer ipv6_address

Interface Association:
interface interface_name
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ipv6 address ipv6_address

crypto-map map_name
!

interface interface_name loopback
ipv6 address ipv6_address

!
ipv6 route ipv6address_range interface_name

注：

• MTUは、ループバックインターフェイスの上限に設定する必要があります。次に例を示
します。

configure
context SRP

ip path-mtu-max 1300

• IKEv1：認証ヘッダー（AH）プロトコルを使用したトランスポートモードはサポートされ
ません。トンネルモードのみがサポートされます。ESPでは認証と暗号化の両方が実行さ
れるため、Encapsulating Security Payload（ESP）が推奨されます。

•既存の IKEv1/IKEv2 ACLトンネルの自動削除：IKEv1ポリシー内の重要な（認証、暗号
化、ハッシュ、DHグループ）パラメータの変更により、そのコンテキスト内で確立され
たすべてのトンネルが削除されます。

詳細については、StarOSの『IPSec Reference』の「Auto-delete Existing IKEv1/IKEv2 ACL
Tunnels」セクションを参照してください。

SRVCC PSから CSへのハンドオーバー指示および QoSクラスインデッ
クス IMSメディア設定のサポート

この機能は、音声ベアラーの削除時に PCCルールが非アクティブ化された原因を PCRFに通
知します。この通知は、PCRFが適切に追加のアクションを実行するのに役立ちます。

この機能により、SRVCCのコンプライアンスが保証されます。この機能は、音声ベアラーの
解放後の PSから CSへのハンドオーバー通知もサポートします。

LTEの SRVCCサービスを使用すると、IMSアンカー音声コールサービスにアクセスする単一
の無線ユーザー機器（UE）で、LTEネットワークから回線交換ドメインに切り替えることが
できます。1つのアクセスネットワークだけで送受信に対応している間に、UEはネットワー
クを切り替えます。SRVCCサービスにより、UEが複数の無線アクセス技術（RAT）機能を備
える必要がなくなります。

PSセッションをターゲットにハンドオーバーした後、送信元MMEは音声ベアラー（VB）を
削除します。MMEは、音声ベアラーを非アクティブ化することで VBを削除します。MME
は、S-GW/P-GWに対するVBを禁止し、ベアラー削除コマンドメッセージ（TS29.274 v9.5.0）
で Bearer Flags IEに VBフラグを設定します。

IP-CANベアラーの終了は、PSから CSへのハンドオーバーが原因で発生します。PCEFは、
PS_TO_CS_HANDOVER（TS 29.212 v10.2.0および TS 23.203 v10.3.0）の値に設定された
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Rule-Failure-Code AVPを含めることによって、この IP-CANベアラーに関連する PCCルールを
報告します。

課金ルールインストール内の新しい AVP PS-to-CS-Session-Continuity（3GPPリリース 11で追
加）のサポートは、PSから CSへの連続性のベアラーサポートを示します。

QCI IMSメディア設定のサポート

セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時の優先処理対象の IMSメディアベアラー
をマークするには、QoS Class Index（QCI）の値を指定します。

モード

Exec > Global Configuration > Context Configuration > APN Configuration

configure > context <context_name > apn <apn_name>

上記のコマンドシーケンスを入力すると、次のプロンプトが表示されます。

[context_name]host_name(config-apn)#

構文

qci value_bytes ims-media

no qci value_bytes ims-media

• no：この IMS QCI機能を無効にします。

• ims_media：セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時の優先処理対象の IMS
メディアとして分類されたベアラーにマークを付けます。

• value_bytes：QCI値を 1～ 254の整数で指定します。

（注）

使用上のガイドライン

このコマンドを使用すると、セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時に優先的に
処理する IMSメディアとして分類されたベアラーをマークするためのQCI値を指定できます。

この機能の導入には、次の前提条件が適用されます。

•専用の APNを VoLTEトラフィック用に予約する必要があります。

•この APNに接続されたコールは、VoLTEに設定された QCIに一致する専用ベアラーがな
い限り、アクティブ VoLTEとして分類されません。

•優先処理は、アクティブな VoLTEであるコールにのみ適用されます。

•この APNに接続されたGGSNコールは、VoLTEに設定された QCIに一致するネットワー
ク開始ベアラーがない限り、アクティブ VoLTEとして分類されません。

• VoLTEマーキングは、Gn-Gpハンドオフで保持されます。
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CLIコマンドを使用してこの機能を有効にすると、次のアクションが実行されます。

•ベアラーの作成時

•新しいベアラー QCIが APN設定と照合されます。

• QCIが APN設定と一致する場合、ベアラーは優先処理の対象としてマークが付けら
れます。

• Flow_entriesはこの情報で変更されます（これが最初の VoLTEベアラーの場合）。

• Egtpu_sessionは、rx_setup要求中に VoLTEタグで更新されます。

•通知メッセージは、VoLTEのタグ付けについて ECSに通知します。

•ベアラーの削除時

•これが最後の VoLTEベアラーである場合、Flow_entryは VoLTE情報を使用して更新
されます。

• ECSには、指示メッセージを介して削除が通知されます。

次のコマンドは、QCIが 9の IMSベアラーの優先処理を有効にします。

qci 9 ims-media

ip hide-service-address CLIコマンドのサポート
ip hide-service-address CLIコマンドは CUPSでサポートされます。

このCLIを有効にすると、このAPNを使用するGGSNの IPアドレスがモバイルステーション
（MS）から到達不能になります。このコマンドは、APNごとに設定します。

この機能を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

[ default | no ] ip hide-service-address
end

• default：モバイルステーションがこの APNを使用して GGSN IPアドレスに到達すること
を許可しません。

• no：モバイルステーションがこの APNを使用して GGSN IPアドレスに到達することを許
可します。

•このコマンドを使用して、サブスクライバがトレースルートを使って、公的領域内にあ
り、サービスに設定されているネットワークアドレスを検出しないようにします。
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regardless-of-other-triggers CLIコマンドのサポート
この機能は、CUPSの CLIで regardless-of-other-triggersオプションをサポートします。
regardless-of-other-triggersオプションは、合間に発生する他の eG-CDRまたは P-GW-CDRト
リガーに関係なく、一定の時間間隔での eG-CDRまたは P-GW-CDRの生成を有効にします。
したがって、このオプションを有効にすると、他の CDRトリガーが発生しても、Time Limit
CDRは秒単位の [interval]ごとに動的にトリガーされます。つまり、[Time Threshold]は、前回
のしきい値時間とこの間隔の合計をもとに計算されます。このオプションは、セッションリカ

バリと ICSRをサポートします。

この機能を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

egcdr threshold interval interval regardless-of-other-triggers
end

新しいコールを受信すると、次の手順が実行されます。

•有効にすると、regardless-of-other-triggersの間に他の使用状況レポートがトリガーされて
もタイマーはリセットされず、設定された間隔ごとに時間しきい値に対応するセッション

使用状況レポートが生成されます。

showコマンドと出力

ここでは、この機能をサポートするために使用可能な showCLIコマンドについて説明します。

• show active-charging rulebase name name

• show active-charging rulebase all

これらの CLIコマンドの出力には、この機能をサポートする次のフィールドが含まれます。

• Interval Threshold：<seconds> (secs) Regardless of Other Triggers

デフォルトベアラーの TFT抑制

機能説明

デフォルトベアラーのTFT抑制は、UPCCUPSアーキテクチャでサポートされています。この
機能をサポートするために、次の CLIコマンドが追加されました。

• policy-control update-default-bearer

• no tft-notify-ue-def-bearer

上記のCLIコマンドを使用して、QoSおよびARPを使用せずに、またはデフォルトのベアラー
と同じ QoSおよび ARPを使用して PCRFから受信したすべての定義済みルールをデフォルト
のベアラーにバインドします。
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この CLIは、シャーシ設定のすべてのルールベースに適用されます。その間またはその後に
ルールベースが変更された場合、このCLIは現在の新しいルールベースにも引き続き適用され
ます。

重要

TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの事前定義ルールの TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの TFT抑制を設定するには、次のコマンドを使用します。

configure
require active-charging
require active-charging service_name

[ default | no ] policy-control update-default-bearer
end

no policy-control update-default-bearer CLIコマンドを実行する際、charging-actionに TFT情報
が追加されていないと、システムクラッシュが発生する可能性が高くなります。

注意

デフォルトベアラーの TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの TFT抑制を設定するには、次のコマンドを使用します。

configure
require active-charging
require active-charging service_name

rulebase rulebase_name

[ default | no ] tft-notify-ue-def-bearer
end

• default：このコマンドにデフォルト設定を設定します。

デフォルトベアラーの QoSを持つルールのみデフォルトベアラーへのバインドを無効に
し、他のルールを無視しないように指定します。ルールはそれぞれの QoSに応じて、適
切なベアラーにアタッチされます。また、UE（アクセス側）への TFT更新は抑制されま
せん。

• no：デフォルトベアラーの QoSを持つルールのデフォルトベアラーへのバインドを有効
にし、他のルールを無視するよう指定します。

QoSが指定されていない場合、ルールはデフォルトベアラーにアタッチされます。また、
デフォルトベアラーでは、UE（アクセス側）への TFT更新が抑制されます。このため、
作成される default-bearerは常に 1つのみです。

（注）
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ゼロバイト EDR抑制
CLI制御機能であるゼロバイトイベントデータレコード（EDR）抑制は、フローのデータが
ない場合の EDRの作成を有効または無効にします。通常、ゼロバイト EDRは、フローに対し
て2つの連続するEDRが生成される場合に可能です。CLIコマンドは、フローの2番目のEDR
を抑制します。

ゼロバイト EDRの抑制を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

[ default | no ] edr suppress-zero-byte-records
end

注：

• default：デフォルト設定でこのコマンドを設定します。

デフォルト：[Disabled]。no edr suppress-zero-byte-recordsと同じ。

• no：ゼロバイト EDRの抑制を無効にします。

• edr suppress-zero-byte-records：ゼロバイト EDRを抑制します。

• show user-plane-service statistics rulebase name rulebase_name CLIコマンドの出力の「Total
zero-byte EDRs suppress」フィールドを使用して、ゼロバイト EDRが抑制されているか確
認できます。

機能の仕組み

アーキテクチャ

ユーザープレーンの選択

このセクションでは、コントロールプレーンが Sxインターフェイスを介して通信するために
特定のユーザープレーンをどのように選択するのかを説明します。現在のメカニズムでは、

ユーザープレーンプロファイルを選択するためのキーとして、その PDNに関連付けられた
APN情報を使用します。

Pure-P/Collapsed PDN

次のフローでは、特定のユーザープレーングループを選択するためのキーとして APNがどの
ように使用されるのかを説明します。

APN → Associated IP Pool → Associated User Plane Profile ID →
User Plane Profile
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すべての APNは、関連付けられた IPv4プールと IPv6プールの両方で設定されます。また、
APN設定で設定されたすべての IPプールは、同じユーザープレーングループに関連付けられ
ます。このグループには、ユーザープレーンの IPアドレスとユーザープレーンの機能に関連
する情報が含まれています。コントロールプレーンがすべての APNの同じユーザープレーン
と通信する必要がある場合、APN設定の IPv4および IPv6プール設定は必要ありません。

注：

•コントロールプレーンは、複数のユーザープレーンと通信するように設定できます。

•ユーザープレーンと APN間には 1-nマッピングがあります。

•同じユーザープレーンを介して複数の APNに到達できますが、APNごとに関連付けられ
るユーザープレーンは 1つだけです。

Pure-S PDN

次のフローでは、特定のユーザープレーングループを選択するためのキーとして APNがどの
ように使用されるのかを説明します。APNプロファイルは、関連付けられたユーザープレーン
グループを使用して設定する必要があります。このグループには、ユーザープレーンの IPア
ドレスとユーザープレーンの機能に関連する情報が含まれています。

APN Profile → Associated User Plane Profile ID → User Plane Group

コールフロー

次に、CUPSアーキテクチャのコントロールプレーンフローの概要を示します。

•セッション作成要求を受信すると、S-GWは最初に Sx通信（Sxセッション確立要求/応
答）を行ってから、P-GWにセッション作成要求を送信します。

•セッション作成要求を受信すると、P-GWは次の処理を順番に実行します。

• Gx通信（IP-CANセッション確立手順）
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• Sx通信（Sxセッション確立要求/応答）

• S-GWへのセッション作成応答

• P-GWからセッション作成応答を受信すると、S-GWは最初に Sx通信（Sxセッション変
更要求/応答）を行ってから、MMEにセッション作成応答を送信します。

初期接続手順（Pure-P）

次のコールフローは、Pure-P PDNの初期接続手順の概要を示しています。

1. CUPS SAEGW Pure-Pコールの場合、SAEGW-PGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gxインタラクション後、Gx通信（CCR-Iおよび CCA-I）を実行します。

• IPプール（IPプールに関連付けられたAPN）を使用して設定されたuser-plane-profile
に基づいてユーザープレーンを選択します。

• GTP-Uセッションを確立します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合、RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabのインタラクションを実行します。

2. Sx確立要求には、次の情報が含まれます。

•アップリンクおよびダウンリンクデータパスのCreatePDR/FAR/URR情報：ダイナミッ
ク/事前定義済み/静的ルールの場合。

• RA/RSの Create PDR/FAR：IPv6/IPv4v6 PDNタイプに必要。
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• CreateUplink PDRは、「S5/S8-US-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づく「OuterHeader
Removal」で送信されます。

• Create Downlink FARは、「Outer Header Creation」を「S5/S8-U S-GW F-TEID」にして送信
されます。

重要

•さらに、コントロールプレーンは、P-GW入力PDR「S5/S8-UP-GWF-TEID」にF-TEID
を割り当てるようユーザープレーンに要求します。

3. ユーザープレーンは、Sxセッション確立応答の一部として次の情報を提供します。

•作成された PDR：P-GW入力 PDR「S5/S8-U P-GW F-TEID」

4. Sxセッション確立応答を受信すると、SAEGW-PGW-Cは「S5/S8-UP-GWF-TEID」を含む
セッション作成応答を S-GWに送信します。

初期接続手順（Pure-S）

次のコールフローは、Pure-S PDNの初期接続手順の概要を示しています。
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1. CUPS SAEGW Pure-Sコールの場合、SAEGW-SGW-Cで次の処理が実行されます。

• APNプロファイルに基づいてユーザープレーンを選択します。

•選択したユーザープレーンとの Sxaインタラクションを実行します。

• GTP-Uインタラクションなし（非 CUPS動作には必要であることに注意してくださ
い）。

2. Sxセッション確立要求には、次の情報が含まれます。

• S-GWアップリンクおよびダウンリンクデータパスの Create PDR/FAR。

•さらに、次の目的で F-TEIDを割り当てるように、コントロールプレーンがユーザー
プレーンに要求します。
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• S-GW入力 PDR「S1-U S-GW F-TEID」

• S-GW出力 PDR「S5/S8-U S-GW F-TEID」

3. ユーザープレーンは、Sxセッション確立応答の一部として次の情報を提供します。

•作成された PDR：S-GW入力 PDR「S1-U S-GW F-TEID」

•作成された PDR：S-GW出力 PDR「S5/S8-U S-GW F-TEID」

4. Sxセッション確立応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cは「S5/S8-US-GWF-TEID」を含む
セッション作成要求を P-GWに送信します。

5. セッション作成応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cで次の処理が実行されます。

• Sxセッション変更要求のトリガー：

•「Outer Header Creation」を「S5/S8-U P-GW F-TEID」にしてアップリンク FARを
更新します。

•「S5/S8-U P-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づく「Outer Header Removal」で
ダウンリンク PDRを更新します。

6. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cは「S1-US-GWF-TEID」と「S5/S8-U
P-GW F-TEID」を使用してセッション作成応答をMMEに送信します。

7. ベアラー変更要求（MBR）を受信すると、SAEGW-SGW-Cで次の処理が実行されます。

• MBRは S-GWノードによって消費されます。P-GWノードへの GTPシグナリングは
ありません。

• Sxセッション変更要求のトリガー：

•「Outer Header Creation」を「S1 eNodeB F-TEID」としてダウンリンク FARを更
新します。

•「S1 eNodeB F-TEID」の IPアドレス情報に基づいて、「Outer Header Removal」
を使用してアップリンク PDRを更新します。

8. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cは「S1-U S-GW F-TEID」を使用し
てMBRを送信します。

初期接続手順（Collapsed PDN）

次のコールフローは、Collapsed PDNの初期接続手順の概要を示しています。
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1. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gxインタラクション後、Gx通信（CCR-Iおよび CCA-I）を実行します。

• IPプール（IPプールに関連付けられたAPN）を使用して設定されたuser-plane-profile
に基づいてユーザープレーンを選択します。

• GTP-Uセッションを確立します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合、RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンと Sxabのインタラクションを実行します。

2. Sx確立要求には、次の情報が含まれます。

• S-GWアップリンクおよびダウンリンクデータパス（Sxaタイプ PDR）の Create
PDR/FAR情報。
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•アップリンクおよびダウンリンクデータパス（SxbタイプPDR）のCreatePDR/FAR/URR
情報。ダイナミック/事前定義/静的ルールの場合。

• RA/RS（Sxbタイプ PDR）の Create PDR/FAR：IPv6/IPv4v6 PDNタイプに必要。

•さらに、次の目的で F-TEIDを割り当てるように、コントロールプレーンがユーザー
プレーンに要求します。

• S-GW入力「S1-U S-GW F-TEID」

• S-GW出力「S5/S8-U S-GW F-TEID」

• P-GW入力 PDR「S5/S8-U P-GW F-TEID」

3. ユーザープレーンは、Sxセッション確立応答の一部として次の情報を提供します。

•作成された PDR：S-GW入力 PDR「S1-U S-GW F-TEID」

•作成された PDR：S-GW出力 PDR「S5/S8-U S-GW F-TEID」

•作成された PDR：P-GW入力 PDR「S5/S8-U P-GW F-TEID」

4. 正常な Sxセッション確立応答を受信すると、コントロールプレーンは次の情報を使用し
て Sx変更要求をトリガーします。

•「S5/S8-U S-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づいて「Outer Header Removal」を使
用して P-GW（Sxb）の「アップリンク PDR」を更新

•「Outer Header Creation」を「S5/S8-U S-GW F-TEID」として P-GW（Sxb）の「ダウン
リンク FAR」を更新

•「Outer Header Creation」を「S5/S8-U P-GW F-TEID」として S-GW（Sxa）の「アップ
リンク FAR」を更新

•「S5/S8-U P-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づいて「Outer Header Removal」を使
用して S-GW（Sxa）の「ダウンリンクPDR」を更新

5. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-Cは「S1-US-GWF-TEID」および「S5/S8-U
P-GW F-TEID」を使用してセッション作成応答をMMEに送信します。

6. ベアラー変更要求（MBR）を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Sxセッション変更要求のトリガー：

•「Outer Header Creation」を「S1 eNodeB F-TEID」としてダウンリンク FARを更
新します。

•「S1 eNodeB F-TEID」の IPアドレス情報に基づいて、「Outer Header Removal」
を使用してアップリンク PDRを更新します。

7. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cは「S1-U S-GW F-TEID」を使用し
てMBRを送信します。
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接続解除手順（Pure-P）：UE開始

次のコールフローは、UE開始 Pure-P PDNの接続解除手順の概要を示しています。

1. セッション削除要求を受信すると、SAE-GW-Cが Sxabインタラクションを実行し、アッ
プリンクとダウンリンク両方のデータパスに対する Apply Actionを「DROP」にして FAR
を更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAE-GW-CがMMEにセッション削除応答を送信し
ます。

3. CUPS SAEGW Pure-Pコールの場合、SAEGW-PGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行する。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-PGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。

接続解除手順（Pure-P）：ネットワーク開始

次のコールフローは、ネットワーク開始 Pure-P PDNの接続解除手順の概要を示しています。
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1. ベアラー削除要求（RARにより開始されたもの、または clear sub all CLIによるもの）を
受信すると、SAEGW-PGW-Cは Sxabインタラクションを実行し、アップリンクとダウン
リンク両方のデータパスに対する Apply Actionを「DROP」にして FARを更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-PGW-CがSGWにベアラー削除要求を送信
します。

3. CUPS SAEGW Pure-Pコールの場合、SAEGW-PGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行する。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-PGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。

接続解除手順（Pure-S）：UE開始

次のコールフローは、UE開始 Pure-S PDNの接続解除手順の概要を示しています。
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1. セッション削除要求を受信すると、SAEGW-SGW-Cが Sxaインタラクションを実行し、
アップリンクとダウンリンク両方のデータパスに対する Apply Actionを「DROP」にして
「FARを更新」します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cが P-GWにセッション削除要求を
送信します。

3. セッション削除応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cが Sxaインタラクションを実行して
Sxセッションを削除します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-SGW-CがMMEにセッション削除応答を
送信します。

接続解除手順（Pure-S）：ネットワーク開始

次のコールフローは、ネットワーク開始 Pure-S PDNの接続解除手順の概要を示しています。
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1. ベアラー削除要求を受信すると、SAEGW-SGW-CがSxaインタラクションを実行し、アッ
プリンクとダウンリンク両方のデータパスに対するApplyActionを「DROP」にして「FAR
を更新」します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-CがMMEにベアラー削除要求を送
信します。

3. MMEからセッション削除応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cが Sxaインタラクションを
実行して Sxセッションを削除します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cが P-GWにベアラー削除応答を送
信します。

切断手順（Collapsed）：UE開始

次のコールフローは、UEが開始した Collapsed PDNの切断手順の概要を示しています。
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1. セッション削除要求を受信すると、SAEGW-CはSxabインタラクションを実行し、アップ
リンクとダウンリンクの両方のデータパスに対する Apply Actionを「DROP」として FAR
を更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-CはMMEにセッション削除応答を送信し
ます。

3. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。

接続解除手順（Collapsed）：ネットワーク開始

次のコールフローは、ネットワークが開始した Collapsed PDNの接続解除手順の概要を示して
います。
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1. ベアラー削除要求（RARにより開始されたもの、または clear sub all CLIによるもの）を
受信すると、SAEGW-CはSxabインタラクションを実行し、アップリンクとダウンリンク
の両方のデータパスに対する適用アクションを「DROP」にして FARを更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-CはMMEにベアラー削除要求を送信しま
す。

3. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。

専用ベアラーの作成、変更（更新）、削除

専用ベアラーの作成、更新、削除を行えるのは、P-GWと SAEGWのみです。
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CCA-Iでのベアラーの作成（Pure-P）

1. UEが最初の PDNを介して接続手順を開始します。S-GWが、他の必須パラメータととも
に IMSI、APN、EBI、APNAMBRUL/DLを含むセッション作成要求を PGW-Cに転送して
PDN接続を確立します。

2. PGW-Cが Credit-Control-Request（初期）を PCRFに送信します。

3. PCRFが、APN AMBR UL/DLを使用して PGW-Cに Credit-Control-Answer（初期）で応答
し、デフォルトの QoSとは異なる QCI ARPでダイナミック/事前定義済みルールをインス
トールします。

4. PCRFから Credit-Control-Answer（初期）を受信すると、PGW-Cが PGW-Uへの Sxセッ
ション確立要求を開始し、ID xを選択してデフォルトベアラーの PDRを作成するととも
に、ID yを選択して専用ベアラーの PDRを作成します。

5. P-GW-Uが、作成された PDRと PGW-Uのローカル FTEIDのリストを使用して、Sxセッ
ション確立応答で PGW-Cに応答します。

6. P-GW-Cが、最初の PDN接続セットアップのために S-GWにセッション作成応答を送信し
ます。

7. P-GWが、ベアラーコンテキストに P-GWのData FTEIDが入力されたベアラー作成要求を
S-GWに送信します。
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8. S-GWが、リモートデータ FTEIDを使用してベアラー作成応答を送信します。これを受信
すると、UP機能への Sx変更要求が開始され、リモート F-TEIDを使用してすべてのダウ
ンリンク FARに対して Update FARが送信されます。

9. P-GW-Uが P-GW-Cに Sxセッション変更応答で応答します。

MBR/MCmd/CCA-Uおよび RARによるベアラーの作成

次のコールフローは、MBR/MCmd/CCA-Uおよび RARによるベアラーの作成の概要を示して
います。

1. PCRFから Credit-Control-Answer（更新）または再承認要求を受信すると、P-GW-Cが
P-GW-UへのSxセッション変更要求を開始し、IDxを選択してデフォルトベアラーのPDR
を作成するとともに、ID yを選択して専用ベアラーの PDRを作成します。

2. P-GW-Uが、作成された PDRと P-GW-Uのローカル FTEIDのリストを使用して、Sxセッ
ション変更応答で P-GW-Cに応答します。
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3. P-GWが、ベアラーコンテキストに P-GWのData FTEIDが入力されたベアラー作成要求を
S-GWに送信します。

4. S-GWが、リモートデータ FTEIDを使用してベアラー作成応答を送信します。これを受信
すると、UP機能への Sx変更要求が開始され、リモート F-TEIDを使用してすべてのダウ
ンリンク FARに対して Update FARが送信されます。

5. P-GW-Uが P-GW-Cに Sx変更応答で応答します。

Collapsedコールの専用ベアラーの作成

次のコールフローは、Collapsedコールのベアラー作成の概要を示しています。

1. UEが最初のPDNを介して接続手順を開始します。SGW-Cが、他の必須パラメータとと
もに IMSI、APN、EBI、APNAMBR UL/DLを含むセッション作成要求を PGW-Cに転送
して PDN接続を確立します。
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2. PGW-Cが Credit-Control-Request（初期）を PCRFに送信します。

3. PCRFが、APN AMBR UL/DLを使用して PGW-Cに Credit-Control-Answer（初期）で応
答し、デフォルトの QoSとは異なる QCI ARPでダイナミック/事前定義済みルールをイ
ンストールします。

4. PCRFから Credit-Control-Answer（初期）を受信すると、PGW-Cが SAEGW-Uへの Sx
セッション確立要求を開始し、IDxを選択してデフォルトベアラーのPDRを作成すると
ともに、ID yを選択して専用ベアラーの PDRを作成します。

5. SAEGW-Uが、作成された PDRと PGW-Uのローカル FTEIDのリストを使用して、Sx
セッション確立応答で PGW-Cに応答します。

6. SAEGW-Uが、作成された PDRと PGW-Uのローカル FTEIDのリストを使用して、Sx
セッション確立応答で PGW-Cに応答します。

7. PGW-Cが、最初の PDN接続セットアップのために SGW-Cにセッション作成応答を送
信します。

8. PGW-Cが、ベアラーコンテキストに PGWの Data FTEIDが入力されたベアラー作成要
求を SGW-Cに送信します。

9. SGW-Cが、Sxトランザクションが開始される eNodeB TEIDを含むベアラー変更要求を
受信します。

10. SGW-Cが、リモートデータ FTEIDを含むベアラー作成応答を受信します。これを受信
すると、UP機能への Sx変更要求が開始され、リモート F-TEIDを使用してすべてのダ
ウンリンク FARに対して Update FARが送信されます。

11. SAEGW-Uが P-GW-Cに Sxセッション変更応答で応答します。

Collapsedコールに対して有効になっているピギーバックを使用したベアラーの作成

次のコールフローは、Collapsedコールに対して有効になっているピギーバックを使用したベア
ラー作成の概要を示しています。
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1. UEが最初のPDNを介して接続手順を開始します。SGW-Cが、他の必須パラメータとと
もに IMSI、APN、EBI、APNAMBR UL/DLを含むセッション作成要求を PGW-Cに転送
して PDN接続を確立します。

2. PGW-Cが Credit-Control-Request（初期）を PCRFに送信します。

3. PCRFが、APN AMBR UL/DLを使用して PGW-Cに Credit-Control-Answer（初期）で応
答し、デフォルトの QoSとは異なる QCI ARPでダイナミック/事前定義済みルールをイ
ンストールします。

4. PCRFから Credit-Control-Answer（初期）を受信すると、PGW-Cが SAEGW-Uへの Sx
セッション確立要求を開始し、IDxを選択してデフォルトベアラーのPDRを作成すると
ともに、ID yを選択して専用ベアラーの PDRを作成します。

5. SAEGW-Uが、作成された PDRと PGW-Uのローカル FTEIDのリストを使用して、Sx
セッション確立応答で PGW-Cに応答します。

6. Sx変更要求がトリガーされ、デフォルトベアラーと専用ベアラー両方の PDRと FARが
更新されます。

7. PGW-Cが、最初の PDN接続セットアップのために SGW-Cにセッション作成応答を送
信します。

8. PGW-Cが、ベアラーコンテキストに PGWの Data FTEIDが入力されたベアラー作成要
求を SGW-Cに送信します。これは、PDNが完全に接続されるまで SGW-Cでバッファ
リングされます。
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9. SGW-Cが、Sxトランザクションが開始される eNodeB TEIDを含むベアラー変更要求を
受信します。

10. SGW-Cが、リモートデータ FTEIDを含むベアラー作成応答を受信します。これを受信
すると、UP機能への Sx変更要求が開始され、リモート F-TEIDを使用してすべてのダ
ウンリンク FARに対して Update FARが送信されます。

11. SAEGW-Uが P-GW-Cに Sxセッション確立応答で応答します。

Pure Pコールのベアラー削除コマンドのコールフロー

次のコールフローは、Pure Pコールのコマンドコールフローの概要を示しています。

1. UEが最初の PDNを介して接続解除手順を開始します。SGW-Cが、一連の専用ベアラー
を削除するために、ベアラー削除コマンドを PGW-Cに転送します。

2. PGW-Cが、Apply Actionを DROPにして専用ベアラーの All Update FARで Sx変更要求を
送信します。

3. PGW-Uが PGW-Cに Sxセッション変更応答で応答します。

4. PGW-Cがアクセス側にベアラー削除要求を送信し、ベアラー削除応答を受信すると、専
用ベアラーの PDRと FARを削除するために Sx変更要求がトリガーされます。
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Pure Pコールのサブスクライバ EBIのクリア

次のコールフローは、Pure Pコールのサブスクライバ EBIクリアの概要を示しています

1. PGW-Cが最初の PDNを介して接続解除手順を開始します。

2. PGW-Cが、Apply Actionを DROPにして専用ベアラーの All Update FARで Sx変更要求を
送信します。

3. PGW-Uが PGW-Cに Sxセッション変更応答で応答します。

4. PGW-Cがアクセス側にベアラー削除要求を送信し、ベアラー削除応答を受信すると、専
用ベアラーの PDRと FARを削除するために Sx変更要求がトリガーされます。

Pure Pコールの PCRF開始削除

次のコールフローは、Pure Pコールの PCRF開始削除の概要を示しています。
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1. PCRFが Rule-removalを実行し、これによって専用ベアラーが削除されます。

2. PGW-Cが、Apply Actionを DROPにして専用ベアラーの All Update FARで Sx変更要求を
開始します。

3. PGW-Uが PGW-Cに Sxセッション変更応答で応答します。

4. PGW-Cがアクセス側にベアラー削除要求を送信し、ベアラー削除応答を受信すると、専
用ベアラーの PDRと FARを削除するために Sx変更要求がトリガーされます。

制限事項

専用ベアラーの作成と削除および変更（更新）には、次の制限があります。

• Pure Sコールの専用ベアラーの作成はサポートされません。

•コリジョンシナリオでは、削除がすでに進行中のベアラーに対してイベント/操作が要求
されると、セッションのクリーンアップがトリガーされます。たとえば、

DELETE_BEARER_COMMAND（EBI = 6）の実行中にCCA-U/RAR（EBI = 6）が受信され
ます。
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S-GWの専用ベアラーの追加、削除、および更新のサポート

機能説明

CUPSアーキテクチャでは、Pure-Sコール向けの専用ベアラーの追加、削除、および更新がサ
ポートされています。

この機能をサポートするため、次の機能が追加されています。

• SAEGW-CPは、Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成要求をサポートします。

• SAEGW-CPは、単一のベアラー作成要求で複数のベアラーコンテキストに対応できます。

• SAEGW-CPは、異なる PDNに対する複数のベアラー作成要求を並行してサポートしま
す。これらの PDNは、Pure-S PDNまたは Collapsedと Pure-Sの組み合わせです。

• SAEGW-UPは、ベアラーごとに Pure-SコールのVPPでアップリンク方向とダウンリンク
方向のベアラーストリームを作成します。各方向ごとのストリーム数は、GTP-Uサービス
の IPアドレスによって異なります。

• SAEGW-CPは、専用ベアラーを使用したアクセスベアラー解放（RAB）要求をサポート
しているため、すべてのベアラーに対応するすべての FARが変更されます。

• SAEGW-CPは、専用ベアラーを使用したベアラー変更要求（アイドルモード、接続モー
ド）をサポートします。

• SAEGW-CPは、MMEからのベアラー作成応答の障害処理をサポートします。

• SAEGW-CPおよびSAEGW-UPは、VPPを使用したデフォルトおよび専用ベアラーのDSCP
マーキングをサポートします。

• SAEGW-CPおよび SAEGW-UPは、専用ベアラーのベアラー削除要求をサポートします。
SAEGW-UPは、それらのベアラーに属するベアラーストリームと TEPエントリを削除し
ます。

• SAEGW-CPは、コールがアイドル状態の場合に Pure-S専用ベアラーの作成をサポートし
ます。

• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーの S-GW再配置（X2ベースと S1ベースの両方）を
サポートします。

• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーの更新シナリオをサポートします。

• SAEGW-CPは、セッション作成応答とともに Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成
要求のピギーバックをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー変更要求とともに Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成応
答のピギーバックをサポートします。

• P-GWが CCA-Iの一部としてベアラー作成を受信し、P-GWがピギーバック要求を送信し
ない場合、SAEGW-CPは Pure-S専用ベアラ―の作成をサポートします。この結果、セッ
ション作成応答の後にベアラー作成要求が続きます。
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• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーを使用したセッションリカバリと ICSRをサポートし
ます。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成要求とベアラー削除要求（デフォルトのベアラー）のコリ
ジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成要求とセッション削除要求のコリジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成応答とベアラー削除要求（デフォルトのベアラー）のコリ
ジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成応答とセッション削除要求のコリジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、Pure-Sのデフォルトおよび専用ベアラーを使用した終了マーカーをサポー
トします。

• SAEGW-UPは、Pure-Sのデフォルトおよび専用ベアラーを使用したセッションリカバリ
をサポートします。

• SAEGW-UPは、アイドル状態からアクティブ状態に遷移中の IPv4から IPv6へ、または
IPv6から IPv4への IPトランスポートの動作、および S1Uインターフェイスでのハンド
オーバー手順をサポートします。接続時に S1Uで選択されたトランスポートがサポート
されます。たとえば、IPv4 eNodeBから IPv6 eNodeBへの eNodeハンドオーバーが該当し
ます。

• SAEGW-CPは、原因が Partially Acceptedおよび Context Not Foundの CBRspをサポートし
ます。

• SAEGW-CPは Pure-Sコールのダウンリンク方向のデータ通知をサポートしているため、
UEが Pure-Sコールでアイドル状態に遷移すると、FARアクションはバッファに設定され
ます。

• SAEGW-CPは、原因が PARTIALLY_ACCEPTEDでコンテキストが見つからない場合のベ
アラー更新応答をサポートします。

• SAEGW-CPは、ユーザープレーンノードを含む他のピアノードからのエラー処理と障害
処理をサポートします。

S-GWの再配置を伴う LTEハンドオフのコールフロー

SAEGW展開では、サブスクライバがアクティブモードかアイドルモードの場合、S-GWは
「S-GW再配置ハンドオフ作成セッション」要求を処理します。SAEGW展開では、P-GWは
「S-GW再配置ハンドオフベアラー変更」要求を処理します。

アイドルモードの TAUの場合、OIが 1に設定されていると、eNodeB FTEIDはMMEから送
信される「セッション作成要求」で送信されません。

S-GWの変更を伴うトラッキングエリア更新手順の場合、コールフローは S-GWの変更を伴う
X2ベースのハンドオーバーと同じです。

X2ベースのハンドオフを使用するアクティブサブスクライバの場合、OIが 1に設定されてい
ると、eNodeB FTEIDはMMEから送信される「セッション作成要求」に含まれています。
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S1ベースのハンドオーバーの場合、OIが 0に設定されていると、MMEからの「セッション作
成要求」に eNodeB FTEIDは含まれません。「セッション作成要求」の後に eNodeB FTEIDを
含むMMEからの「ベアラー変更要求」が続きます。

次のセクションでは、eNodeB FTEIDがアクティブサブスクライバの「セッション作成要求」
に含まれている、X2および S1ベースのハンドオーバーの S-GW再配置コールフローを示しま
す。

X2ベースのハンドオーバーの S-GW再配置コールフロー

このセクションでは、OIが 1に設定されている場合における X2ベースのハンドオーバーの
S-GW再配置コールフローについて説明します。

S-GW再配置手順（Pure-P）

次のコールフローは、S-GW再配置 Pure-P PDNの初期接続手順の概要を示しています。

1. S-GWハンドオーバーのときに、MMEから新しいS-GWに「セッション作成要求」が送
信されます。

2. 新しい S-GWから、S-GWS5/S8-UData FTEIDを使用して SAEGW-P-GW-Cに「ベアラー
変更要求」が送信されます。

3. SAEGW-PGW-Cが Gx通信（CCR-U）を実行します。

4. SAEGW-PGW-Cが Gx通信（CCA-U）を実行します。
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5. Gxインタラクションの後、SAEGW-P-GW-Cが SAEGW-PGW-Uへの「Sx変更要求」を
トリガーします。「Sx変更要求」には次が含まれます。

• S5/S8-U S-GW DATA FTEIDの IPアドレス情報に基づいて設定された「Outer Header
Removal」で「PDR（アップリンク UDR）を更新」します。

• S5/S8-U S-GWDATA FTEIDを使用して設定された「Outer Header Creation」で「FAR
（ダウンリンク FAR）を更新」します。

6. SAEGW-P-GW-Uが「Sx変更応答」を送信します。

7. 「Sx変更応答」を受信すると、SAEGW-P-GW-Cが「ベアラー変更応答」を新しいS-GW
に送信します。

8. その後、新しい S-GWがMMEに「セッション作成応答」を送り返します。

9. MMEが古い S-GWに「セッション削除要求」を送信します。

10. 古い S-GWがMMEに「セッション削除応答」で応答します。

S-GW再配置手順（Pure-S）

次のコールフローは、S-GW再配置 Pure-S PDNの手順の概要を示しています。

1. S-GWハンドオーバーのときに、MMEが enodeB FTEID、P-GW S5/S8-U DATA FTEID、
P-GWS5/S8-C Ctrl FTEIDを使用して「セッション作成要求」を新しい S-GW-Cに送信し
ます。
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2. 新しい S-GW-Cが新しい S-GW-Uに「Sx確立要求」を送信します。「Sx確立要求」に
は次が含まれます。

• eNodeB FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で「S-GW入力 PDR
を作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で「S-GW
出力 PDRを作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに設定された「OuterHeader Creation」で「S-GW入力 FAR
を作成」します。

• eNodeB FTEIDに設定された「Outer Header Creation」で「S-GW出力 FARを作成」
します。

• X2の eNodeB FTEIDに設定された「Outer Header Creation」で「S-GW出力 FARを
作成」します。TAUの場合、S-GW出力 FARに Outer Header Creationは含まれず、
Apply Actionは DROPに設定されます。

3. S-GW S1-Uおよび S5/S8-U DATA FTEIDとともに、S-GW-Cで「Sx確立応答」が受信さ
れます。

4. S-GW-Uから「Sx確立応答」を受信すると、S-GWS5/S8-UDATAFTEIDを使用して「ベ
アラー変更要求」が P-GWに送信されます。

5. P-GWが「ベアラー変更応答」で応答します。

6. 新しい S-GW-Cが、S-GW ctrl S11C FTEIDと S-GW S1-U DATA FTEIDを使用して「セッ
ション作成応答」をMMEに送信します。

7. 「セッション作成応答」を受信すると、MMEが古いS-GW-Cに「セッション削除応答」
を送信します。

8. 古い S-GW-Cが古い S-GW-Uに「Sxセッション削除要求」を送信します。

9. 古い S-GW-Uが古い S-GW-Cに「Sxセッション削除応答」で応答します。

10. 古い S-GW-CがMMEに「セッション削除応答」で応答します。

Collapsedコールへの S-GW再配置 Pure-Pコール

次のコールフローは、Collapsedコールへの S-GW再配置 Pure-Pコールに関する手順の概要を
示しています。
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1. S-GWハンドオーバーのときに、MMEがそのサブスクライバの SAEGWアンカー P-GW
コールの一部である新しい SAEGW-SGW-Cに「セッション作成要求」を送信します。

2. SAEGW-S-GW-Cで次の処理が実行されます。

• S-GW-Cは、Collapsedコールであることを検出すると Sx通信を実行しません。

• S-GW-Cが、ゼロのS-GWS5/S8-UData FTEIDでP-GW-Cへの「ベアラー変更要求」
をトリガーします。

3. SAEGW-P-GW-Cが PCRF CCR-Uを使用して Gx通信を実行します。

4. SAEGW-P-GW-Cが PCRF CCA-Uを使用して Gx通信を実行します。

5. Gxインタラクションが完了すると、SAEGW-P-GW-Cが SAEGW-P-GW-Uへの「Sx変更
要求」をトリガーします。Sx変更要求には次が含まれます。

• S-GW入力の「Create PDR」と「Create FAR」（Apply Actionは DROP）。

• S-GW出力の「Create PDR」と「Create FAR」（Apply Actionは DROP）。

コントロールプレーンが、アップリンクパスとダウンリンクパスの両方に次の S-GW
DATA FTEIDSを割り当てるようにユーザープレーンに要求します。

• S-GW S1-U DATA FTEID

• S-GW S5/S8-U DATA FTEID
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インターフェイスタイプが Sxbから Sxabに変更されます。つまり、Pure Pコールから
Collapsedコールになります。

6. SAEGW-P-GW-Uが、Sxabインターフェイスを介して SAEGW-P-GW-Cに「Sx変更応
答」で応答します。

7. SAEGW-P-GW-Cが、SAEGW-P-GW-Uへの 2番目の「Sx変更要求」をトリガーします。
「Sx変更要求」には次が含まれます。

• eNodeB S1-U DATA FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で S-GW
入力 PDRを更新します。

• P-GWS5/S8-UDATA FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で S-GW
出力 PDRを更新します。

• P-GW S5/S8-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで S-GW入力 FARを更新します。

• eNodeB S1-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで S-GW出力 FARを更新します。TAUの場合、S-GW Egress FARに
「Outer Header Creation」は含まれず、Apply Actionは DROPに設定されます。

• S-GW S5/S8-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで P-GW出力 FARを更新します。

8. SAEGW-P-GW-Uが SAEGW-P-GW-Cに「Sx変更応答」を送信します。

9. 「Sx変更応答」を受信すると、SAEGW-PGW-Cが「ベアラー変更応答」を
SAEGW-S-GW-Cに送信します。

10. SAEGW-S-GW-Cが、S-GW ctrl S11c FTEIDと S-GWS1-UDATAFTEIDを使用して「セッ
ション作成応答」を送信します。

11. MMEが古い S-GWに「セッション削除要求」を送信します。

12. 古い S-GWがMMEに「セッション削除応答」で応答します。

Pure-Pコールへの S-GW再配置 Collapsedコール

次のコールフローは、Pure-Pコールへの S-GW再配置 Collapsedコールに関する手順の概要を
示しています。

概要

51

概要

Pure-Pコールへの S-GW再配置 Collapsedコール



1. S-GWハンドオーバーのときに、MMEが新しいS-GWに「セッション作成要求」を送信
します。

2. 新しい S-GWが、S-GW S5/S8-U DATA FTEIDを使用して SAEGW-P-GW-Cに「ベアラー
変更要求」を送信します。

3. SAEGW-P-GW-Cが Gx通信 CCR-Uを実行します。

4. SAEGW-P-GW-Cが Gx通信 CCA-Uを実行します。

5. Gxインタラクションの後、SAEGW-P-GW-Cが SAEGW-P-GW-Uに「Sx変更要求」を送
信します。

•インターフェイスタイプが Sxabから Sxbに変更されます。つまり、Collapsedコー
ルから Pure Pコールになります。

•「S-GW入力 PDR」および出力 PDR（Sxaタイプの PDR）を削除します。

•アップリンクデータパスとダウンリンクデータパスに設定された「S-GW入力FAR」
および出力 FARを削除します。

• S-GWS5/S8-UDATAFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderRemoval」で「P-GW
入力 PDR」を更新します。

• S-GW S5/S8-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」で「P-GW出力
FAR」を更新します。
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SAEGW/PGW-Cは、MMEからセッション削除要求（DSR）が送信されるまで、送信元SGW-U
のSxaトンネルを保持します。このトンネル保持により、パスが切り替わるまでアップリンク
データが SGW-Uを介して流れるようになります。DSRでの Sxaトンネル削除を有効または無
効にするには、SAEGWサービスコンフィギュレーションモードで
sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-changeコマンドを使用します。詳細については、「Sxaトンネル
削除の設定」セクションを参照してください。

（注）

6. SAEGW-P-GW-Uが「Sxセッション変更応答」で応答します。

7. SAEGW-P-GW-Cが新しい S-GWに「ベアラー変更応答」で応答します。

8. 新しい S-GWがMMEに「セッション作成応答」で応答します。

9. 「セッション作成応答」を受信すると、MMEが「セッション削除要求」を
SAEGW-S-GW-C（旧 S-GW）に送信します。SAEGW-S-GW-C（旧 S-GW）は Sx通信を
実行しません。

10. SAEGW-S-GW-C（旧 S-GW）がMMEに「セッション削除応答」で応答します。

Sxaトンネル削除の設定

Sxaトンネル削除を有効または無効にするには、次のコマンドを使用します。

configure
context context_name

saegw-service service_name

[ no ] sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change
end

注：

• sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change：SGW再配置を伴う X2/S1ベースのハンドオーバー
中に DSRでの Sxaトンネル削除を有効にします。

• no sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change：X2/S1ベースのハンドオーバー中にDSRでの Sxa
トンネル削除を無効にします。

•デフォルトでは、この設定は無効になっています。

•この設定は、現在のセッションと新しいセッションのすべてに適用されます。

S1ベースのハンドオーバーの S-GW再配置コールフロー

このセクションでは、OIが 1に設定されている場合における S1ベースのハンドオーバーの
S-GW再配置コールフローについて説明します。

Pure-Pおよび Pure-Sコールフロー

次のコールフローは、OIが 0に設定された S-GW再配置 Pure-Pおよび Pure-S PDNの手順の概
要を示しています。
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1. S-GWの変更を伴う S1ベースのハンドオーバーのときに、MMEが P-GW S5/S8-U DATA
FTEIDと P-GWS5/S8-C Ctrl FTEIDを使用して「セッション作成要求」を新しい S-GW-C
に送信します。

2. 新しい S-GW-Cが新しい S-GW-Uに「Sx確立要求」を送信します。「Sx確立要求」に
は次が含まれます。

•「S-GW入力 PDRを作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で「S-GW
出力 PDRを作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに設定された「OuterHeader Creation」で「S-GW入力 FAR
を作成」します。

• Apply Actionが DROPに設定された「Create S-GW Egress FAR」。

3. ユーザープレーンで割り当てられた S-GW S1-Uおよび S5/S8-U DATA FTEIDとともに、
S-GW-Cで「Sx確立応答」が受信されます。

4. S-GW-Uから「Sx確立応答」を受信すると、S-GW-CがMMEに「セッション作成応答」
を送信します。

5. S-GW-Cから「セッション作成応答」を受信すると、MMEが eNodeB FTEIDを使用して
「ベアラー変更要求」を S-GW-Cに送信します。

6. S-GW-Cが S-GW-Uに「Sx変更要求」を送信します。
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• eNodeBFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderRemoval」で「S-GW入力PDR」
を更新します。

• eNodeBFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderCreation」で「S-GW出力FAR」
を更新します。

7. S-GW-Uが S-GW-Cに「Sx変更応答」を送信します。

8. S-GW-Cが、S-GW S5/S8-U DATA FTEIDを使用して「ベアラー変更要求」を P-GW-Cに
送信します。

9. S-GW-Cから「ベアラー変更要求」を受信すると、P-GW-Cが PCRF CCR-Uとの Gx通
信を実行します。

10. S-GW-Cから「ベアラー変更要求」を受信すると、P-GW-Cが PCRF CCA-Uとの Gx通
信を実行します。

11. Gxインタラクションの後、P-GW-Cが「Sx変更要求」を P-GW-Uに送信します。「Sx
変更要求」には次が含まれます。

• S-GW S5/S8U DATA FTEIDに基づく「Outer Header Removal」で P-GW入力 PDRを
更新します。

• S-GW S5/S8U DATA FTEIDに基づく「Outer Header Creation」で P-GW出力 FARを
更新します。

12. P-GW-Uが P-GW-Cに「Sx変更応答」を送り返します。

13. P-GW-Cが S-GW-Cに「ベアラー変更応答」を送信します。

14. P-GWが「ベアラー変更応答」で応答すると、SGW-Cが S-GW ctrl S11C FTEIDと S-GW
S1-U DATA FTEIDを使用して「ベアラー変更応答」をMMEに送信します。

15. 「ベアラー変更応答」を受信すると、MMEが古い S-GW-Cに「セッション削除要求」
を送信します。

16. 古い S-GW-Cが古い S-GW-Uに「Sxセッション削除要求」を送信します。

17. 古い S-GW-Uが古い S-GW-Cに「Sxセッション削除応答」で応答します。

18. 古い S-GW-CがMMEに「セッション削除応答」で応答します。

Pure-Pコールへの S-GW再配置 Collapsedコール

次のコールフローは、Pure-Pコールへの S-GW再配置 Collapsedコールに関する手順の概要を
示しています。
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1. S-GWの変更を伴う S1ベースのハンドオーバーのときに、MMEが P-GW S5/S8-U DATA
FTEIDと P-GWS5/S8-C Ctrl FTEIDを使用して「セッション作成要求」を新しい S-GW-C
に送信します。

2. 新しい S-GW-Cが新しい S-GW-Uに「Sx確立要求」を送信します。「Sx確立要求」に
は次が含まれます。

•「S-GW入力 PDRを作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに基づいて設定された「Outer Header Removal」で「S-GW
出力 PDRを作成」します。

• P-GWS5/S8-UData FTEIDに設定された「OuterHeader Creation」で「S-GW入力 FAR
を作成」します。

• Apply Action DROPで「S-GW出力 FARを作成」します。

3. UPで割り当てられた S-GWS1-Uおよび S5/S8-UDATAFTEIDとともに、S-GW-Cで「Sx
確立応答」が受信されます。

4. S-GW-Uから「Sx確立応答」を受信すると、S-GW-CがMMEに「セッション作成応答」
を送信します。
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5. S-GW-Cから「セッション作成応答」を受信すると、MMEが eNodeB FTEIDを使用して
「ベアラー変更要求」を S-GW-Cに送信します。

6. S-GW-Cが「Sx変更要求」をS-GW-Uに送信します。「Sx変更要求」には次が含まれま
す。

• eNodeB FTEIDに基づく「Outer Header Removal」で「S-GW入力 PDRを更新」しま
す。

• eNodeB FTEIDに基づく「Outer Header Creation」で「S-GW出力 FARを更新」しま
す。

7. S-GW-Uが S-GW-Cに「Sx変更応答」を送信します。

8. S-GW-Cが、S-GW S5/S8-U DATA FTEIDを使用して「ベアラー変更要求」を P-GW-Cに
送信します。

9. S-GW-Cから「ベアラー変更要求」を受信すると、P-GW-Cが PCRF CCR-Uとの Gx通
信を実行します。

10. S-GW-Cから「ベアラー変更要求」を受信すると、P-GW-Cが PCRF CCA-Uとの Gx通
信を実行します。

11. Gxインタラクションの後、P-GW-Cが「Sx変更要求」を P-GW-Uに送信します。「Sx
変更要求」には次が含まれます。

•インターフェイスタイプが Sxabから Sxbに変更されます。つまり、Collapsedコー
ルから Pure Pコールになります。

•「S-GW入力」および「出力 PDRを削除」します。

•「S-GW入力」および「出力 FARを削除」します。

• S-GW S5/S8U DATA FTEIDに基づく「Outer Header Removal」で「P-GW入力 PDR
を更新」します。

• S-GW S5/S8U DATA FTEIDに基づく「Outer Header Creation」で「P-GW出力 FAR
を更新」します。

SAEGW/PGW-Cは、MMEからセッション削除要求（DSR）が送信されるまで、送信元SGW-U
のSxaトンネルを保持します。このトンネル保持により、パスが切り替わるまでアップリンク
データが SGW-Uを介して流れるようになります。DSRでの Sxaトンネル削除を有効または無
効にするには、SAEGWサービスコンフィギュレーションモードで
sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-changeコマンドを使用します。詳細については、「Sxaトンネル
削除の設定」セクションを参照してください。

（注）

12. P-GW-Uが P-GW-Cに「Sx変更応答」を送り返します。

13. P-GW-Cが S-GW-Cに「ベアラー変更応答」を送信します。
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14. P-GWが「ベアラー変更応答」で応答すると、S-GW-Cが S-GW ctrl S11C FTEIDと S-GW
S1-U DATA FTEIDを使用して「ベアラー変更応答」をMMEに送信します。

15. 「ベアラー変更応答」を受信すると、MMEが古い S-GW-Cに「セッション削除要求」
を送信します。古い S-GW-Cは Sx通信を実行しません。

16. 古い S-GW-CがMMEに「セッション削除応答」で応答します。

Sxaトンネル削除の設定

Sxaトンネル削除を有効または無効にするには、次のコマンドを使用します。

configure
context context_name

saegw-service service_name

[ no ] sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change
end

注：

• sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change：SGW再配置を伴う X2/S1ベースのハンドオーバー
中に DSRでの Sxaトンネル削除を有効にします。

• no sxa-tunnel-del-at-dsr-on-sgw-change：X2/S1ベースのハンドオーバー中にDSRでの Sxa
トンネル削除を無効にします。

•デフォルトでは、この設定は無効になっています。

•この設定は、現在のセッションと新しいセッションのすべてに適用されます。

Collapsedコールへの S-GW再配置 Pure-Pコール

次のコールフローは、Collapsedコールへの S-GW再配置 Pure-Pコールに関する手順の概要を
示しています。
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1. S-GWハンドオーバーのときに、MMEがそのサブスクライバの SAEGWアンカー P-GW
コールの一部である新しい SAEGW-S-GW-Cに「セッション作成要求」を送信します。
SGW-Cは、Collapsedコールであることを検出すると Sx通信を実行しません。

2. SGW-CがMMEに「セッション作成応答」を送り返します。

3. 「セッション作成応答」を受信すると、MMEが eNodeBFTEIDを使用して「ベアラー変
更要求」を S-GW-Cに送信します。

4. S-GW-Cが、ゼロの S-GW S5/S8-U Data FTEIDで P-GW-Cへの「ベアラー変更要求」を
トリガーします。Collapsedコールの「ベアラー変更要求」でゼロの S5/S8-U SGWDATA
FTEIDを許可します。

5. PCRF CCR-Uとの Gx通信を実行します。

6. PCRF CCA-Uとの Gx通信を実行します。

7. Gxインタラクションが完了すると、SAEGW-P-GW-Cが SAEGW-P-GW-Uへの「Sx変更
要求」をトリガーします。 Sx変更要求には次が含まれます。

•（Apply Action DROPで）S-GW入力の「PDRと FARを作成」します。

•（Apply Action DROPで）S-GW出力の「PDRと FARを作成」します。
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コントロールプレーンが、アップリンクパスとダウンリンクパスの両方に次の S-GW
DATA FTEIDSを割り当てるようにユーザープレーンに要求します。

• S-GW S1-U DATA FTEID

• S-GW S5/S8-U DATA FTEID

インターフェイスタイプが Sxbから Sxabに変更されます。つまり、Pure Pコールから
Collapsedコールになります。

8. SAEGW-P-GW-Uが、Sxabインターフェイスを介してSAEGW-PGW-Cに「Sx変更応答」
で応答します。

9. SAEGW-P-GW-Cが、SAEGW-P-GW-Uへの 2番目の「Sx変更要求」をトリガーします。
「Sx変更要求」には次が含まれます。

• eNodeBS1-UDATAFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderRemoval」で「S-GW
入力 PDRを更新」します。

• P-GWS5/S8-UDATAFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderRemoval」で「S-GW
出力 PDR」を更新します。

• P-GW S5/S8-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで「S-GW入力 FARを更新」します。

• eNodeB S1-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで「S-GW出力 FARを更新」します。

• S-GW S5/S8-U DATA FTEIDに基づく「Outer Header Removal」で「P-GW入力 PDR
を更新」します。

• S-GW S5/S8-U DATA FTEIDに設定された「Outer Header Creation」と Apply Action
FORWARDで「P-GW出力 FARを更新」します。

• S-GWS5/S8-UDATAFTEIDに基づいて設定された「OuterHeaderRemoval」で「P-GW
入力 PDR」を更新します。

10. SAEGW-P-GW-Uが SAEGW-P-GW-Cに「Sx変更応答」を送信します。

11. 「Sx変更応答」を受信すると、SAEGW-PGW-Cが「ベアラー変更応答」を
SAEGW-SGW-Cに送信します。

12. SAEGW-S-GW-Cが、S-GW ctrl S11c FTEIDと S-GW S1-U DATA FTEIDを使用して「ベ
アラー変更応答」を送信します。

13. 「ベアラー変更応答」を受信すると、MMEが古いSGW-Cに「セッション削除要求」を
送信します。

14. 古い SGW-Cが古い SGW-Uに「Sxセッション削除要求」を送信します。

15. 古い SGW-Uが古い SGW-Cに「Sxセッション削除応答」で応答します。

16. 古い SGW-CがMMEに「セッション削除応答」で応答します。
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PDN更新手順

このセクションでは、CUPSアーキテクチャでサポートされている次のPDN更新手順について
説明します。

• UE開始手順

•ベアラー変更コマンド

• Modify Bearer要求

•ネットワーク開始手順

• RAR

• CCA-U（UE開始手順または任意の内部トリガーの一部としてトリガーされる）

上記のシナリオは、SAEGWPure-Pと SAEGWCollapsed両方のコールタイプでサポートされま
す。

次のような発生する可能性があるすべてのネットワーク障害のシナリオもサポートされます。

• Sx障害（Sx変更応答）

• GTP障害（ベアラー更新応答）

• Gx障害

•ベアラー作成応答障害

障害処理とコールドロップのシナリオ

次の表に、発生する可能性があるさまざまな Sx/GTP障害シナリオと、その結果として生じる
P-GWの動作を示します。また、コントロールプレーンとユーザープレーン間の不一致を回避
するために P-GWがコール終了を開始する条件も示します。
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P-GWの動作Sx変更障害のシナリオ

コールドロップ：あり

切断理由：sxfail-opr-get-usagereport

Sx変更要求が伝送されている

- URRをクエリ

注：Sx変更では、URRクエリとともに追加の IE
が伝送される場合とされない場合があります（復

元シナリオを除く）。

-ダイナミックルール追加（PDR/FAR/URR/QERを
作成）

-ルール追加を事前定義（PDR/URRを作成）

-ルール更新（PDR/FAR/URR/QERを更新）

-ダイナミックルール削除（PDR/QERを削除）

-ダイナミックルール削除を事前定義（PDRを削
除）

- APN-AMBR QER変更

- DSCP変更（QoS変更）

使用状況情報は処理されません。a）Sx変更要求が伝送されている

- URRをクエリ

b）Sx変更応答が受信されている

原因：障害 +使用状況情報
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P-GWの動作Sx変更障害のシナリオ

コントロールプレーンが別の「Sx変更要
求」を送信

1）アクションなし（CPと UPは同期）

2）アクションなし（CPと UPは同期）

3）CPとUPが同期されるようにルールを
削除（「PDR/FAR/URR/QER」を削除）

4）コールドロップ（条件付き）

a）PDR/URRを削除：コールドロップ

b）QER/FARを削除：コール保持、エラー
ログ

5）コールドロップ（条件付き）

a）PDRを削除：コールドロップ

b）QERを削除：コール保持、エラーログ

6）APN-AMBR QER変更：アクションな
し（CPと UPは同期）

7）DSCP変更（QoS変更）：アクション
なし（CPと UPは同期）

8）コールドロップ

注：現時点では、CPはルール削除イベン
トの一部として「Remove URRとRemove
FAR」を送信しません。

接続解除理由（優先順位順）：

sxfail-opr-get-usagereport

sxfail-opr-create-rulebase-pdr

sxfail-opr-remove-pdr

a）Sx変更要求が伝送されている

1）ダイナミックルール追加（PDR/FAR/URR/QER
を作成）

2）ルール追加を事前定義（PDR/URRを作成）

3）ルール更新（PDR/FAR/URR/QERを更新）

4）ダイナミックルール削除（PDR/QERを削除）

5）ダイナミックルール削除を事前定義（PDRを削
除）

6）APN-AMBR QER変更

7）DSCP変更（QoS変更）

8）URRをクエリ

b）Sx変更応答が受信されている

原因：障害
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P-GWの動作Sx変更障害のシナリオ

コントロールプレーンは、別の「Sx変更
要求」を送信して古い状態に戻ります。

1）CPとUPが同期されるようにルールを
削除（「PDR/FAR/URR/QER」を削除）

2）CPとUPが同期されるようにルールを
削除（「PDR/QER」を削除）

3）CPとUPが同期されるようにルールを
削除（「PDR/FAR/URR/QER」を削除）

4）アクションなし（CPと UPは同期）

5）アクションなし（CPと UPは同期）

6）CPとUPが同期されるように保持され
ている（古い）APN-AMBRを送信

7）CPとUPが同期されるように保持され
ている（古い QoS）DSCPを送信

8）アクションなし

注：現時点では、CPはルール削除イベン
トの一部として「Remove URRとRemove
FAR」を送信しません。

a）Sx変更要求が伝送されている

1）ダイナミックルール追加（PDR/FAR/URR/QER
を作成）

2）ルール追加を事前定義（PDR/URRを作成）

3）ルール更新（PDR/FAR/URR/QERを更新）

4）ダイナミックルール削除（PDR/QERを削除）

5）ダイナミックルール削除を事前定義（PDRを削
除）

6）APN-AMBR QER変更

7）DSCP変更（QoS変更）

8）URRをクエリ

b）「原因：成功」で Sx変更応答が受信された後
に次が続く

c）ベアラー更新要求

d）ベアラー更新応答（原因 =失敗）

1）コールドロップ

a）PDR/URRを削除：コールドロップ

b）QER/FARを削除：コール保持、エラー
ログ

2）コールドロップ（条件付き）

a）PDRを削除：コールドロップ

b）QERを削除：コール保持、エラーログ

3）コールドロップ

4）コールドロップ

5）URRクエリ：コールドロップ

接続解除の理由：sxfail-opr-revert-info

a）Sx変更要求がベアラー更新応答の一部として
開始された場合（障害）：CPと UPの同期を維持
するため

1）PDR/FAR/URR/QERを削除

2）PDR/QER（ルールの事前定義）を削除

3）保持されている（古い）APN-AMBR QER

4）保持されている（古い）DSCP

5）URRをクエリ

b）「原因：失敗」で Sx変更応答が受信される

コールドロップ：あり

接続解除の理由：sx-cntxt-not-found

sx-no-response

Sx変更要求が送信され、次の理由で失敗した場
合：

- Sx変更応答（コンテキストが見つからない）

- Sx変更応答なし（Sx再送信タイムアウト）

概要

64

概要

PDN更新手順



コールドロップシナリオ

はいコンテキストが見つからない（GTP/Sx）

はい再送信タイムアウト（GTP/Sx）

なし：Sx Mod（古い APN-AMBR/デフォ
ルト QoS値に戻る、またはルールを削
除）

GTPの原因：一時的な障害

Temp Failure CLIが設定されていない

なし：Sx Mod（古い APN-AMBR/デフォ
ルト QoS値に戻る、またはルールを削
除）

GTPの原因：一時的な障害（再試行回数が上限に
達した）

Temp Failure CLIが設定されている

コールドロップ動作は、非 cupsとインラ
インである必要がある

MBC -> UBReq -> UBRsp（使用可能なリソースな
し）

なし：Sx Mod（古い APN-AMBR/デフォ
ルト QoS値に戻る、またはルールを削
除）

MBR/RAR -> UBReq -> UBRsp（使用可能なリソー
スなし）

なし：Sx Mod（古い APN-AMBR/デフォ
ルト QoS値に戻る、またはルールを削
除）

その他の原因（GTP/Sx）

PDN更新手順：eNodeB F-TEIDu

機能説明

CUPSアーキテクチャの一部として、S-GWまたはSAE-GWのeNodeBを解放するためのeNodeB
F-TEIDu更新またはアクセスベアラー解放（RAB）要求に対して Sx変更要求を開始する手順
が導入されています。

機能の仕組み

PDNの更新手順には、eNodeB F-TEIDu更新/リリースに関する次のイベントが含まれます。

• eNodeB F-TEIDu更新の場合

1. SGW-Cは、MMEから eNodeBF-TEIDu更新のベアラー変更要求を受信すると、SGW-U
への Sxセッション変更要求を開始します。

2. eNodeB F-TEIDu更新の Sx変更要求には、Apply Actionが「Forward」の Update FAR
と、Update Forwarding Parameters IEの一部である Outer Header Creationの更新された
eNodeB IPv4/IPv6アドレスが含まれています。

• eNodeB F-TEIDuリリースの場合

1. SGW-Cは、MMEから RAB要求を受信すると、SGW-Uへの Sx変更要求を開始しま
す。
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2. RABは UEレベルのメッセージです。UEに複数の PDN接続がある場合、Sx変更要
求は各 PDN接続に個別に送信されます。

3. SGW-Cは、宛先インターフェイスをACCESSとして、Update FARを使用して Sxセッ
ションの SGW-Uへの Sxセッション変更要求を開始します。Update FARには、FAR
IDと Apply Action「Drop」が含まれます。宛先インターフェイスが COREの FARは
更新されません。

標準準拠

PDN更新手順は、次の標準規格に準拠しています。

• 3GPP TS 23.401：「General Packet Radio Service (GPRS) enhancements for Evolved Universal
Terrestrial Radio Access Network (E-UTRAN) access」。

• 3GPP TS 29.274：「3GPP Evolved Packet System (EPS); Evolved General Packet Radio Service
(GPRS) Tunnelling Protocol for Control plane (GTPv2-C); Stage 3」。

• 3GPP TS 29.244：「Interface between the Control Plane and the User Plane of EPC」。

• 3GPP TS 23.214：「Architecture enhancements for control and user plane separation of EPC nodes;
Stage 2」。

• 3GPP TS 23.714：「Study on control and user plane separation of EPC nodes」。

Gx更新手順

次に、Gx更新手順の動作を示します。

• FAR属性が同じ場合、共通の FARが PDRに使用されます。

•フローステータス/評価グループ（のみ）の更新の場合、Update QER/URRが送信されま
す。つまり、このような場合は Update PDRは送信されません。

•ルールをインストールすると Create PDRと Create QER（SDFレベル）がトリガーされ、
Create FARと Create URRが含まれる場合もあれば、含まれない場合もあります（ルール
では他のルールの FARと URRを再利用できます）。

•フローステータス/評価グループのルールを変更するとUpdateQER/UpdateURRがトリガー
され、UpdatePDRが含まれる場合もあれば、含まれない場合もあります（つまり、TFT/QoS
の変更はありません）。

• TFT/QoSのルールを変更すると Update PDRがトリガーされ、Update QER/Update URRが
含まれる場合もあれば、含まれない場合もあります（QER/URRの変更はありません）。

•ルール削除は、Sx変更の一部としての Update QER、Update URR、Update FAR、または
Update PDRが失敗した場合にトリガーされます。

•（ルールベースの）Remove PDRとCreate PDRが失敗するとコールドロップが開始されま
す。

概要

66

概要

標準準拠



• PCRFから受信した APN-AMBR変更によって Update QERがトリガーされます。

•新しい QoSに対応する DSCPマーキングに変更がある場合、PCRFから受信した
default-eps-bearer-qosの変更によって Update FARがトリガーされます。

Gyインターフェイスを使用した P-GWセッションレポート

ここでは、Gyインターフェイスを使用したP-GWセッションのレポートについて説明します。

セッションセットアップ中の URRの作成

•コントロールプレーン機能は、Sxセッション確立要求でURRのリストと、対応する PDR
での参照先を送信します。

• CCR/CCA-Iメッセージ交換は、Sxセッション確立要求が CPによって生成され、ダイナ
ミックルールとプリエンプティブMSCCのクォータが OCSから受信されるまでに行われ
ます。

セッション変更中/セッション中の URRの作成

•セッション中に PCRFからルール変更/インストールが行われると、PDRとURRをプロビ
ジョニングするためにSxセッション変更要求が使用されます。セッション中にURRを作
成するときにクォータ情報が OCSに存在しない場合は、「Start-of-Packet」トリガーが測
定方法（時間とボリューム）とともに設定されます。

•最初のパケットが到着すると、パケット検出のために「Start-of-Packet」トリガーがコント
ロールプレーンに送信され、コントロールプレーンは OCSサーバーとのクォータネゴシ
エーションを開始します。
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セッション切断時の URRの処理

• P-GWユーザープレーンは、Sxセッション削除応答の一部としてURR情報を送信します。

• P-GWコントロールプレーンは、これらの URRを対応するMSCCバケットにマッピング
し、既存のフレームワークを使用して Gy/Roインターフェイスで Credit-Control-Message
を送信します。

セッション削除応答

• P-GWユーザープレーンは、Sx削除応答の一部として URR情報を送信します。

• PGWコントロールプレーンは、これらの URRを対応するMSCCバケットにマッピング
し、既存のフレームワークを使用して Gy/Roインターフェイスで Credit-Control-Message
を送信します。

Sxセッションレポート要求処理

P-GWユーザープレーンは、ボリューム、時間クォータ、しきい値、有効時間、クォータホー
ルド時間などのトリガーの使用状況レポートを送信します。P-GWコントロールプレーンは、
対応する課金バケット（MSCC）に URRをマッピングし、各MSCCの Credit-Control-Request
Updateを開始します。

Gyの URRレポート処理

URRレポートでは、P-GWユーザープレーンによって送信されるトリガーに応じて、
Credit-Control-Request-Updateが生成されます。

•ユーザープレーンがトリガーのURRを報告すると、最初にコントロールプレーンのMSCC
バケットにマッピングされます。値はMSCCデータ構造で更新されます。

•現在のレポートでURRバケットが処理されると、コントロールプレーンは更新中のMSCC
バケットを分析し、すべてのMSCCバケットを含む Credit-Control-Request-Update要求を
開始します。

このリリースでは、単一のMSCC-per-update機能はサポートされ
ていません。

重要

Gyの障害処理サポート

障害処理設定は、OCSサーバーとの通信中に障害が発生した場合に実行するアクションを指定
するためのものです。指定可能な障害処理設定は、Continue、Terminate、Retry、Terminateで
す。Terminateと Retry-Terminateは、コントロールプレーンでのみ行われます。Continueの場
合、次のアクションが実行されます。

• CCFH Continueアクションが適用されると、すべての Gy URRの関連付けが解除されて
PDRから削除されるため、オンライン課金のレポート/課金は行われません。
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•「removeURR」IEは、ユーザープレーンへのすべてのGyURRに対してプロビジョニング
され、ユーザープレーンは URRへのすべての参照をクリアして内部で削除を行います。

• mscc結果コード 4010、4012、5003、5012、5031を除く、MSCCレベルのエラー結果コー
ドの処理がサポートされています。

セッション切断が原因の Gyでの障害処理の仕組み

process_summary

このプロセスでは、特にオンライン課金システム（OCS）との通信障害が発生した場合に、ポ
リシーおよび課金適用機能（PCEF）が更新要求を処理する方法について説明します。

このプロセスに関与する主要なコンポーネントは次のとおりです。

• PCEF（ポリシーおよび課金適用機能）：OCS（CCR-I/U/T）とのクレジット制御セッショ
ンを開始し、セッションの状態とクォータ消費を管理します。

• OCS（オンライン課金システム）：クレジット制御要求を受信して処理し、課金情報を管
理し、応答します。

•セカンダリサーバー：プライマリサーバーの通信が失敗した場合に、PCEFが使用するバッ
クアップ OCSサーバー。

• SUメカニズム（サービス到達可能性メカニズム）：プライマリ OCSとセカンダリ OCS
の両方との通信に失敗した場合に、PCEFでのクォータ割り当てメカニズムがトリガーさ
れ、設定されている場合、暫定クォータ割り当てでセッションの続行を許可します。プラ

イマリ OCSとセカンダリ OCSの両方との通信に失敗した場合にトリガーされる PCEFで
のクォータ割り当てメカニズム。このメカニズムは、設定されている場合、暫定クォータ

割り当てでセッションの続行を許可します。

process_workflow

このプロセスには次の段階が含まれます。

1. PCEFは、クレジット制御要求（CCR-I/CCR-U）を OCSに送信します。

2. PCEFは、プライマリ OCSとの通信の問題を検出します。

結果問題

PCEFは、セカンダリサーバーですぐに再試
行します。

トランスポート障害が検出された場合
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結果問題

Txが期限切れになります。

（注）

サービス到達不能（SU）は、セカンダリ
OCSサーバーでもサーバー障害が検出され
た後、つまり Txタイマーの期限切れ後に
のみトリガーされます。Txの期限切れ前に
応答を受信した場合、PCEFは SUをアク
ティブ化しません。

タイムアウトが検出された場合

3. PCEFは SUをアクティブ化し、セカンダリ OCSサーバーとの通信も失敗した場合にのみ
暫定クォータを割り当てます。

結果問題

暫定クォータが、セッションに割り当てら

れます。

中間ボリュームや時間、またはその両方が

設定されている場合

4. PCEFは、サーバー再試行値が 0より大きい場合、暫定クォータが枯渇した後（時間また
はボリュームクォータ）、最後に試行されたOCSサーバーへのCCR要求（CCR-I/CCR-U）
を再試行します。PCEFは、SUメカニズムをトリガーしたサーバーに別の CCR-Iまたは
CCR-Uを送信します。この試行も失敗した場合、PCEFは、消費された未報告のクォータ
全体を含むCCR-Uを別のサーバーに送信します（CCR-Uベースの再試行のみ。CCR-Iベー
スの再試行の場合、消費されたクォータは含まれません）。

5. PCEFはこの障害メカニズムを繰り返し、構成された SUアクション（続行/終了）に応じ
て、セッションを切断するか、セッションを続行します。

PCEFは、正常な応答を受信するか、再試行制限に達するまで、通信を試行し続けます。

結果問題

ステップ 2～ 4を繰り返します。トランスポート障害またはTxタイムアウト
が再検出された場合

SUで構成されたアクションが終了している
場合、セッションは切断されます。

（注）

セッションは維持されますが、SUで構成さ
れたアクションが続行の場合、OCSサー
バーへの再試行は行われません。

サーバーの再試行回数が上限に達した場合

PCEFは SU状態を終了し、すべての中間使
用状況を OCSに報告します。

OCSから正常な応答を受信した場合

6. CCR-Uメッセージの最大再試行回数の超過によってセッションが切断されると、PCRF
は、SU状態で使用された消費された全部クォータとともにCredit Control Request Terminate

概要

70

概要

セッション切断が原因の Gyでの障害処理の仕組み



（CCR-T）をOCSに送信します。CCR-I失敗最大回数の超過によってセッションが切断さ
れた場合、OCSとのセッションが確立されていないため、CCR-Tは送信されません。

7. OCSは、結果コード 2002で最終レポートに応答し、セッションが終了するため、PCEFに
よってそれ以上の CCRはトリガーされません。

result

このプロセスにより、通信障害が発生した場合でも更新リクエストを堅牢に処理し、システム

がセッション状態を管理し、障害発生中に中間クォータを割り当て、通信の再確立を試行し、

サーバーへの到達不能が継続してセッションを切断する必要が生じた場合でも、消費したクォー

タを正確に報告できるようにします。

再承認要求の処理

RAR要求が OCSサーバーから送信されると、コントロールプレーンは必要な課金バケットの
「QueryURR」をユーザープレーンに送信します。ユーザープレーンがURRレポートをコント
ロールプレーンに送り返すと、コントロールプレーンは FORCED_REAUTHORIZATIONトリ
ガーの CCR-Updateを送信します。

クォータ有効時間の処理

MSCCバケットのクォータ有効時間が受信されると、同じ情報がユーザープレーンに送信され
ます。直接使用できる特定の IEがないため、QVT値がTime-Quota IEに入力され、URRがユー
ザープレーンに送信されます。QVTまたはタイムクォータの小さい方の値が、Time-Quota IE
で設定されます。また、Time-Quotaでユーザープレーンからの使用状況レポートがトリガーさ
れると、解釈が行われて、Validity-Timeoutの CCR-Updateが生成されます。

ブラックリストに登録されたコンテンツの再承認

カテゴリMultiple-Services-Credit-Control（MSCC）は、MSCCレベルで 4012/4010結果コードを
受信するとブラックリストに登録されます。これは、このカテゴリを通過するパケットがこれ

以上なく、ドロップすることを意味します。CUPSでは、FARはDROPアクションで作成され
てURRにリンクされ、0クォータとともにQuotaFARの一部としてUPに送信されるため、UP
は DROPアクションの適用を開始します。

非 CUPSアーキテクチャでは、タイマー（タイマーはローカルで設定された quota-retry-timer
か ocsから提供される gating-expire-timer）の期限が切れた後の次のパケットで、これらのブ
ラックリストに登録されたコンテンツを再認可する規定があります。このタイマーが期限切れ

になると、次のパケットの到着時にOCSへのクォータ割り当て要求がトリガーされます。CUPS
モードでこれを行うには、CPでタイマーを実行します（非 CUPSアーキテクチャの場合は新
しいタイマーを使用し、タイムスタンプを比較して行います）。

タイマー（QRTタイマーのGETのいずれか）の期限が切れると、FARはURRから削除され、
URRは Start-of-Trafficトリガーで変更されます。次のパケット到着時に Start-of-Trafficに関す
る URRレポートが CPUに提供されます。この情報は、CPで OCSにクォータを要求して新し
いクォータ割り当てを取得するために使用できます。
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この機能のバリエーションは、CLI diameter reauth-blacklisted-contentの設定です。つまり、
OCSはブラックリストに登録されたカテゴリの再有効化を要求するために RARを送信できま
す。

Gyのサーバー到達不能サポート

オンライン課金システム（OCS）で発生した問題、またはポリシー/課金適用機能（PCEF）と
OCS間の接続で発生した問題を解決するため、コントロールプレーン（CP）で Gyインター
フェイスに対するServer-Unreachable（SU）メカニズムが設定されます。SU設定により、障害
発生後でもセッションを継続できるようになります。そのためのオプションとして、セッショ

ンがオフラインに変換されるまたは終了されるまでの暫定クォータ（ボリュームや時間）と

サーバー再試行回数を設定できます。

新しい使用状況レポートルール（URR）バケットが作成されます。このバケットには、Gyセッ
ションが SU状態になったときの SUクォータが含まれます。新しい URRの IDは、SU URR
が割り当てられると動的に生成されます。

CUPSユーザープレーン（UP）ノードでは、既存の Vector Packet Processor（VPP）ストリーム
が新しい LCレコードによって変更されます。このレコードには、更新された SU URRバケッ
トと既存の課金バケットが含まれます。

VPPストリームが SU状態の場合、GyURRと SU URRの 2つのクォータ行を使用できます。
GyURRが [linked-usage-reporting]トリガーが設定された状態で SU状態になった場合、SUURR
のクォータ行は VPPストリームにリンクされます。

次の図は、CUPSでの SUコールフローを示しています。
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説明ステップ

PGW-Uは、[Time and Volume]または [Quota and Threshold]などの内部トリガーによ
り、URR1（RG-1）を含む Sxセッションレポート要求メッセージを PGW-Cに送信し
ます。

1

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答メッセージを PGW-Uに送信し
ます。

2

PGW-Cは、プライマリOCSとセカンダリOCSの両方にCCR更新（CCR-U）要求メッ
セージを送信します。

3

プライマリ OCSとセカンダリ OCSの両方で CCR-U要求メッセージが失敗すると、
Gyセッションは SU状態になります。Gyセッションの SU URRが作成され、関連す
るPDRにリンクされます。PGW-Cは、UpdatePDRを含むSxセッション変更要求メッ
セージを PGW-Uに送信します。UpdatePDRの PDR URRリストには Gy SU URRが含
まれます。

4

PGW-Uは、両方のGyバケット（URR1とGySUURR1）の使用状況の更新を開始し、
Sxセッション変更応答メッセージを PGW-Cに送信します。

5

Gy URRバケットがクォータを使い切ると、PGW-Uは URR2（RG-2）を含む別の Sx
セッションレポート要求メッセージを PGW-Cに送信します。

6

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答メッセージを PGW-Uに送信し
ます。

7

PGW-Cは、UpdatePDRおよび Update RR2を含む Sxセッション変更要求メッセージ
を PGW-Uに送信します。UpdatePDRには、URR2と Gy SU URRの両方を含む変更済
み URRリストが含まれます。

8

PGW-Uは Sxセッション変更応答メッセージを PGW-Cに送信します。9

GySUURRクォータを使い切ると、PGW-Uは、URR1（RG-1）およびURR2（RG-2）
を含む Sxセッションレポート要求メッセージを PGW-Cに送信します。

10

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答を送信します。11

PGW-Cは、SUの再試行後に CCR更新（CCR-U）要求メッセージを OCSに送信しま
す。

12

OCSは、[Result-Code]が 2001の CCA更新応答メッセージを送信します。13

PGW-Cは、URR1（RG-1）、URR2（RG-2）、およびUpdatePDR（GySUURRなし）
を含む Sx変更要求メッセージを PGW-Uに送信します。

14

CUPSにおける新しい動作

CUPSの新たな SUメカニズムは次のとおりです。

•非CUPSアーキテクチャでは、単一のノード（P-GW）によってGyセッション状態とデー
タトラフィックが処理されるため、メッセージングによる遅延なくSUURRが作成されま
す。一方、CUPSモードでは、CPは追加のノードとなります。このノードは、セッション
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状態に関する情報を保持し、ユーザープレーン（UP）からのURR要求を処理します。Gy
セッションを SU URRに関連付けることができるのは、CPだけです。UPと CP間のこの
メッセージングにより遅延が発生し、データパケットは [Pending-Traffic-Treatment]設定に
従って処理され、通信が完了します。

•非 CUPSアーキテクチャでは、SU状態タイマーは、Time-Quotaタイマーとは異なる方法
で処理されます。SUクォータを使い切ると、OCSへの再試行が発生し、新たに
[next-interim-time-quota]が開始されます。一方、CUPSモードでは、SU時間クォータを使
用する場合、クォータの枯渇が CPに報告され、セッションが再びサーバー到達不能状態
になると、前回の使用状況レポートからの経過時間が使用状況に計上されます。

• CUPSで servers-unreachable after-timer-expiry timeout_period CLIコマンドを使用すること
は推奨されません。代わりに、servers-unreachable after-interim-time timeout_period
server-retries retry_countを使用して同様の動作を実現しますが、再試行回数は 1回です
（retry_countを「1」に設定）。

制限に達した後処理

制限到達後の後処理は、CUPSと非CUPSの両方のアーキテクチャでサポートされている3GPP
非準拠の独自の動作です。この機能により、課金バケットのクォータを使い切った場合に、実

装済みのリダイレクトまたは制限操作が可能になります。ただし、OCSサーバーは[FUI-Redirect]
または [FUI-Restrict]を付与できません。この機能を使用する場合、オペレータは、使用可能な
すべてのルール一致基準を組み合わせて（たとえば、IMSIベースの一致基準を有効にするな
ど）、サブスクライバ/トラフィックごとに異なる処理を選択的に適用できます。この機能を
有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

post-processing policy always
end

また、rule-application post-processing CLIコマンドは、[ACS Ruledef Configuration]モードで
limit-reachedに設定する必要があります。

PTT no-quota Limited Pass

この機能により、サブスクライバは OCSからの応答を待機している間にネットワークを使用
できます。Limited-Pass設定では、サブスクライバがOCSからのクォータ応答を待機している
間に消費できるボリュームを指定できます。使用量はそれぞれの課金バケットでカウントさ

れ、次のクォータ割り当てに対して調整されます。

この機能を有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

credit-control
pending-traffic-treatment noquota limited-pass volume volume

end
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Limited Pass Volumeは、noquotaのケース（クォータを初めて要求する評価グループ（RG））
にのみ使用され、quota-exhaustedには使用されません。Limited Pass Volumeは、後続のクレ
ジット要求には使用されません。

Limited Pass Volumeが使い果たされるまで、トラフィックの通過が許可されます。使用量はそ
れぞれの課金バケットでカウントされ、付与された「クォータ」に対して調整されます。

「クォータ」割り当てが実際の使用量よりも少ない場合、使用状況レポートを使用した OCS
への即時レポートが発生し、より多くのクォータ割り当てが要求されます。後続の着信パケッ

トは、「quota-exhausted」PTT設定に従って処理されます。

OCSがクォータの拒否で応答する前に Limited Pass Volumeが使い果たされていない場合、ト
ラフィックはOCS応答後にブロックされます。ゲートウェイは、OCSが応答するまで、CCR-U
（FINAL）（CUPS以外の場合）または CCR-T（CUPSの場合）の Limited Pass Volumeの使用
状況を報告します。

OCSが応答する前に Limited Pass Volumeが使い果たされた場合、OCSからクォータが付与さ
れるまで、セッションの後続の着信パケットはドロップされます。

noquotaのデフォルトの pending-traffic-treatmentはDropです。default pending-traffic-treatment
noquotaコマンドは、設定されたすべての Limited Pass Volumeサイズを削除します。

PTT Quota-Exhausted Limited Pass

CUPSアーキテクチャの Pending-Traffic-Treatment（PTT）Quota-Exhausted Limited-Passは、バッ
ファリングオプションの代わりに使用できます。高速ネットワークでは、バッファリングオプ

ションには現実的な制限があります。バッファリングでは、ゲートウェイで多数のパケットを

バッファリングする必要があるため、メモリが不足し、帯域幅の速度に影響を及ぼすリスクが

発生します。PTT Quota-Exhausted Limited Passでは、クォータ枯渇シナリオで設定された制限
に達するまで、トラフィックを通過させます。

PTTは、Limited-Passボリュームを使いきるまでトラフィックを許可します。PTTは、付与さ
れた「クォータ」を基準に、それぞれの課金バケットの使用状況を計算し、調整します。

「クォータ」割り当てが実際の使用量よりも少ない場合は、使用状況レポートを通じてすぐに

OCSに報告し、追加のクォータ割り当てを要求します。

OCSによるクォータの拒否応答までにLimited-Passボリュームが枯渇しなければ、OCS応答後
にトラフィックがブロックされます。ゲートウェイは、CCR-U（FINAL）で使用状況をレポー
トします。

OCSからの応答前にLimited-Passボリュームが枯渇した場合、OCSからクォータが付与される
まで、セッションの以降の着信パケットがドロップされます。

クォータが枯渇した場合の pending-traffic-treatmentのデフォルト動作は [Drop]です。デフォル
トの pending-traffic-treatment quota-exhausted CLIコマンドにより、設定済みの Limited-Passボ
リュームのサイズは削除されます。

この機能を有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

credit-control
pending-traffic-treatment quota-exhausted limited-pass volume
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volume
end

上記の CLIコマンドは、CUPSアーキテクチャにのみ適用されます。（注）

注：

• limited-pass：OCSに到達できない場合に、サブスクライバへの制限付きアクセスを有効
にします。

• volume volume：OCSに到達できない場合に、サブスクライバへの制限付きボリュームア
クセスを有効にします。volumeは、デフォルトのクォータサイズ（バイト単位）を指定し
ます。クォータサイズは 1～ 4294967295までの整数で指定する必要があります。

サポートされる機能と制限事項

ボリュームクォータメカニズムを使用した基本的なコールフローは、Gyインターフェイスで
の P-GWセッションレポートに関する次の制限付きでサポートされます。

• CCR/CCA-I、CCR/CCA-Uおよび CCR/CCA-T、RAR/RAAメッセージのみがサポートされ
ます。

•セッションセットアップ時およびセッション中のどちらでも、[Dynamic Rules with Online
Enabled]がサポートされます。

•セッションセットアップ時およびセッション中のどちらでも、[Predefined Rules]（ダイナ
ミックのみ）がサポートされます。「プリエンプティブな要求」の設定に制限はありませ

ん。

•オンライン課金を使用する静的ルールがサポートされます。

• Ignore-service-idがサポートされます。

•ボリュームクォータ/ボリュームしきい値メカニズムがサポートされます。

•イベントトリガー（クエリURRが発生するもの）、およびOCSへの使用状況情報の送信
がサポートされます。

RAT変更機能は、このリリースでは検証されていません。重要

• OCSが新しいクォータを付与する Sxセッション変更手順を通じた「updateURR」手順が
サポートされます。

•ベアラーレベルの Gyとサブスクライバレベルの Gyがサポートされます。

• Pending-Traffic-Treatment（PTT）の [Drop] / [Pass]は、次の制限付きでサポートされます。

•現在サポートされているシナリオは、クォータなしとクォータ枯渇です。
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•トリガー/再承認シナリオはサポートされていません。

• PTTアクション（[Forward] / [Drop]）は、クォータ取得で取得できるクォータが枯渇
した後に考慮されます。

•次のような障害シナリオが認定されています。

•障害処理の終了、続行と再試行、および終了：CCグループ/FHTを使用

•エラー結果コードの処理（MSCCレベルとコマンドレベルの両方）がサポートされま
す。

•実測時間クォータメカニズムがサポートされます。

•その他の時間クォータメカニズム（離散期間および連続期間）はサポートされません。

• Final-Unit-Indication Terminateメカニズムがサポートされます。

• [FUI-Restrict]はサポートされません。

•セッション中のルールのインストール/削除/変更はサポートされます。

• RARメカニズムがサポートされます。

• Server-Unreachable（SU）メカニズムがサポートされたことにより、非CUPSP-GWと比較
して動作が若干変更されました。

• URRがUPでクォータを必要とする場合、使用状況レポートがCPに生成され、CPが
リンクされた SU_URRで応答するまで、この URRに一致するパケットは
[Pending-Traffic-Treatment]設定で処理されます。

• SU時間クォータを使用する場合、クォータの枯渇がCPに報告され、セッションが再
びサーバー到達不能状態になると、前回の使用状況レポートからの経過時間が使用状

況に計上されます。

• Pending-Traffic-Treatmentバッファメカニズムはサポートされません。

• [send-ccri on traffic-start]がサポートされます。

• [Quota-Hold-Time]がサポートされます。

• Quota-Consumption-Timeメカニズムはサポートされません。

• [Quota-Validity-Time]がサポートされます。

• Gyでイベントが発生した場合の、GyからのGzレコードのトリガーがサポートされます。
Gy-Gz同期はサポートされません。

• Gyでイベントが発生した場合の、Gyからの Rfレコードのトリガーはサポートされませ
ん。

• [rated-group]値では、「content-id」以外の値の設定がサポートされます。

• RG「0」はサポートされません。
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• Out-of-Credit、Reallocation-of-CreditイベントのPCRFへのトリガーは認定されていません。

PCRFに対するイベントトリガーの [Out-of-Credit]は、1回限りの
付与クォータ（合計ボリュームと付与ボリュームが同じ値）とい

う制限付きで検証されます。

重要

• CCR-Iに関する OCSからの遅延応答がサポートされます。

• [Service-Specific-Units]はサポートされません。

• [Tariff-Time]の変更は、3GPP仕様に従ってサポートされます。

• [Quota-Retry Timer]がサポートされます。

• diameter mscc-final-unit-action terminate sessionCLIコマンドは、[Credit Control Configuration]
モードでサポートされます。

• [FUI-Redirect]は、次の制限付きでサポートされます。

• HTTPのリダイレクトはサポートされません。

•フィルタ ID/フィルタルールを使用した FUIリダイレクトはサポートされません。

• WSPプロトコルはサポートされません。

• 3GPP仕様に従って、リダイレクトされたトラフィックは、[FUI-Redirect]のルールに
ヒットした場合にもリダイレクトされます。リダイレクトされたトラフィックの通過

を許可するプロビジョニングはありません。

• 3GPP仕様に従って、CUPSアーキテクチャは no diameter fui-redirected-flow allow
CLIコマンドの動作に準拠しています。

• redirect-require-user-agent CLIコマンドはサポートされません。ユーザーエージェン
トが存在しない場合でも、リダイレクトは引き続き機能します。

•元の URLの追加はサポートされません。

• diameter redirect-validity-timer immediateCLIコマンドがサポートされます。ただし、
diameter redirect-validity-timer traffic-start CLIコマンドはサポートされません。

•リダイレクトを脱するトークンベースのメカニズムはサポートされません。CUPSで
リダイレクトを終了するには、OCSが Redirect Validity-Timeまたは RARを送信しま
す。

• FUIリダイレクトは、非CUPSアーキテクチャでの動作と同様に、URLに対してのみ
サポートされます。

• PCRF/OCSからの rulebaseの変更がサポートされます。

概要

79

概要

サポートされる機能と制限事項



Gzインターフェイスを使用した P-GWセッションレポート

この項では、Gzインターフェイスを使用したP-GWセッションレポートについて説明します。

接続解除要求における URR処理

• URR情報は、Sxセッション削除応答の一部として PGWユーザープレーンによって送信
されます。

• P-GWコントロールプレーンは、これらのURRを対応する課金バケットにマッピングし、
既存のフレームワークを使用して、Gz、Gyなどの各インターフェイスで課金レコードを
送信します。

Sxセッションレポート要求処理

P-GWユーザープレーンは、ボリュームまたは時間しきい値のようなトリガーに関する使用状
況レポートを送信します。P-GWコントロールプレーンは、対応する課金バケットに URRを
マッピングします。

Gzの URRレポート処理

URRレポートにより、P-GWユーザープレーンによって送信されたトリガーに応じて LOSDV
バケットが作成され、P-GW CDRが生成されます。

•ベアラーレベルのURRを受信すると、対応するサブセッション/ベアラーの P-GWCDRが
生成され、既存のLOSDVコンテナと現在のレポート要求の一部として作成されるLOSDV
コンテナが報告されます。ベアラーレベルの URRを受信すると、ユーザープレーンがす
べての SDFレベルの URRも送信したと想定されます。
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• SDFレベルの URRを受信すると、それらの URRは LOSDVコンテナとして保存されま
す。この場合、 fbc_bucketは URRから必要なカウントまたはタイムスタンプを使用して
作成されます。

標準準拠

CUPSのコントロールプレーンは、次の標準規格に準拠しています。

• 3GPP仕様 23.214リリース 14.0：Universal Mobile Telecommunications System (UMTS); LTE;
Architecture enhancements for control and user plane separation of EPC nodes。

• 3GPP仕様 29.244リリース 14.0：LTE; Interface between the Control Plane and the User Plane
of EPC Nodes。

• 3GPP仕様 23.401リリース 14.0：3rd Generation Partnership Project; Technical Specification
Group Services and SystemAspects; General Packet Radio Service (GPRS) enhancements for Evolved
Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UTRAN) access。
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